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一

は
じ
め
に

１

問
題
の
所
在

現
在
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
法
的
倒
産
処
理
手
続
を
規
律
す
る
基
本
的
な
制
定
法
は
、
一
九
八
六
年
倒
産
法
（
Insolvency

A
ct1986,c.45）
で
あ
る
（

）。
同
法
は
多
様
な
倒
産
処
理
手
続
を
規
定
す
る
が
、
倒
産
処
理
手
続
の
原
型
で
あ
り
、
個
人
を
対
象
と
す

1

る
清
算
型
手
続
で
あ
る
破
産
（
bankruptcy）
に
お
い
て
は
、
債
権
者
集
会
、
国
務
大
臣
（
Secretary
ofState）
ま
た
は
裁
判
所
に

よ
っ
て
選
任
さ
れ
る
管
財
人
（
trustee）
が
破
産
者
の
財
産
の
管
理
処
分
を
行
う
（
同
法
二
九
二
条
⑴
、
三
〇
五
条
⑵
、
三
〇
六
条
、

三
一
四
条
）。
こ
こ
で
興
味
を
惹
か
れ
る
の
は
、
管
財
人
に
つ
き
、
信
託
に
お
け
る
受
託
者
と
同
じ
trustee
と
い
う
名
称
が
付
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
信
託
に
つ
い
て
一
義
的
な
定
義
は
存
在
し
な
い
が
、
諸
説
を
要
約
す
れ
ば
、
設
定
者
（
委
託
者
：
settlor）

が
、
信
託
証
書
、
遺
言
も
し
く
は
信
託
宣
言
に
基
づ
い
て
、
自
己
の
財
産
（
信
託
財
産
：
trust
property）
を
相
手
方
（
受
託
者
：

trustee）
に
支
配
的
に
帰
属
さ
せ
つ
つ
、
同
時
に
そ
の
財
産
を
、
一
定
の
目
的
（
信
託
目
的
）
に
従
っ
て
、
自
己
ま
た
は
他
人
（
受

益
者
：
beneficiary）
あ
る
い
は
社
会
の
た
め
に
、
受
託
者
を
し
て
管
理
ま
た
は
処
分
な
い
し
事
業
の
経
営
を
な
す
べ
き
衡
平
法
上

の
義
務
（
equitable
obligation）
に
従
わ
せ
る
信
認
関
係
（
fiduciary
relationship）
を
い
う
も
の
と
さ
れ
る
（

）。
2

一
九
八
六
年
倒
産
法
の
管
財
人
に
関
す
る
規
定
を
さ
ら
に
仔
細
に
み
る
と
、
管
財
人
が
職
権
濫
用
（
m
isfeasance）
等
に
よ
っ
て

破
産
者
の
財
産
に
損
害
を
与
え
た
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に
、
裁
判
所
が
管
財
人
に
補
償
等
の
措
置
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の

規
定
が
あ
り
、
そ
こ
で
の
責
任
原
因
に
は
「
信
認
義
務
等
の
義
務
違
反
（
breach
offiduciary
or
other
duty）」
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
（
同
法
三
〇
四
条
⑴
⒜
）。
同
様
に
、
信
認
義
務
違
反
等
に
つ
い
て
、
管
財
機
関
に
対
す
る
責
任
追
及
手
続
の
規
定
は
、
破
産
以
外

の
倒
産
手
続
に
も
存
在
す
る
（
二
一
二
条
⑶
、
para
75
⑶
⒞
：
詳
し
く
は
後
記
四
４
（

）
で
述
べ
る
）。

3
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信
認
義
務
（
fiduciary
duty）
は
、
信
託
に
お
い
て
受
託
者
が
負
う
中
心
的
義
務
と
さ
れ
、
そ
の
一
義
的
な
定
義
は
や
は
り
容
易

で
は
な
い
が
、

（

)(
）一
般
的
に
は
、「
当
事
者
の
一
方
が
相
手
の
信
頼
を
受
け
、
そ
の
者
の
利
益
を
念
頭
に
お
い
て
行
動
、
助
言
し
な
け

3

4

れ
ば
な
ら
な
い
関
係
」、
あ
る
い
は
「
高
度
の
忠
実
義
務
（
duty
ofloyalty）
を
負
う
関
係
」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
（

）。
5

な
お
、
米
国
に
目
を
転
じ
て
も
、
連
邦
倒
産
法
（
T
itle
11,T
he
Bankruptcy
Code
of1978）
が
規
定
す
る
倒
産
処
理
手
続
の
う

ち
、
法
人
及
び
自
然
人
一
般
に
適
用
さ
れ
る
清
算
型
手
続
で
あ
る
第
七
章
の
清
算
手
続
（
Chapter
7,Liquidation）
に
お
い
て
は
、

破
産
者
の
財
産
管
理
を
行
う
機
関
は
、
債
権
者
ま
た
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
る
管
財
人
（
trustee）
で
あ
る
（
同
法
七
〇
四

条
）。
判
例
法
に
よ
り
、
管
財
人
は
債
権
者
等
に
対
し
信
認
義
務
（
fiduciary
duty）
を
負
う
と
解
さ
れ
て
い
る
（

）。
6

信
託
の
古
典
的
な
利
用
場
面
と
し
て
は
、
遺
言
や
生
前
贈
与
に
よ
る
財
産
承
継
が
想
起
さ
れ
る
（

）。
こ
れ
に
対
し
、
法
的
倒
産
処
理

7

手
続
で
管
財
機
関
が
行
う
債
務
者
財
産
の
管
理
処
分
は
、
必
ず
し
も
債
務
者
の
意
思
に
よ
ら
ず
に
、
債
権
者
に
よ
る
裁
判
上
の
集
団

的
権
利
行
使
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
典
型
的
な
信
託
と
は
異
質
で
あ
る
（

）。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
管
財
人
に
つ

8

い
て
は
、
信
託
に
お
け
る
受
託
者
と
同
じ
trustee
と
い
う
名
称
が
付
さ
れ
、
信
託
の
受
託
者
と
同
様
に
信
認
義
務
を
負
う
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
経
緯
に
由
来
し
て
い
る
の
か
。

２

本
稿
の
目
的
及
び
構
成

本
稿
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
及
び
ウ
ェ
ー
ル
ズ
を
対
象
と
す
る
）
に
お
い
て
、
倒
産
手
続
の
管
財
機
関
を
め
ぐ
る
法
律

関
係
に
対
し
、
信
託
理
論
が
及
ぼ
し
た
影
響
に
関
す
る
歴
史
的
経
過
の
紹
介
及
び
分
析
を
行
う
。
米
国
の
倒
産
法
及
び
信
託
法
は
、

イ
ギ
リ
ス
法
を
継
受
し
つ
つ
も
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
別
の
機
会
に
分
析
を
試
み
た
い
。

次
章
以
下
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
倒
産
法
を
、
①
商
人
を
対
象
と
す
る
破
産
手
続
の
み
が
存
在
し
、
手
続
開
始
原
因
の
有
無
等
の
審

理
や
判
断
を
担
当
す
る
機
関
（
審
理
機
関
）
と
、
債
務
者
財
産
の
管
理
処
分
を
担
当
す
る
機
関
（
管
財
機
関
）
が
未
分
化
で
あ
っ
た
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一
六
世
紀
な
い
し
一
七
世
紀
の
時
期
、
②
破
産
手
続
に
お
い
て
審
理
機
関
と
管
財
機
関
が
分
化
す
る
と
と
も
に
、
支
払
不
能
状
態
の

個
人
債
務
者
を
対
象
と
す
る
倒
産
手
続
（
支
払
不
能
債
務
者
救
済
手
続
）、
及
び
会
社
を
対
象
と
す
る
倒
産
手
続
（
清
算
手
続
）
が
制

定
さ
れ
、
管
財
人
に
trustee
の
名
称
が
与
え
ら
れ
た
一
八
世
紀
な
い
し
一
九
世
紀
後
半
の
時
期
、
③
そ
の
後
、
管
財
機
関
が
信
認

義
務
を
負
う
旨
が
明
記
さ
れ
る
に
至
っ
た
、
一
九
世
紀
末
な
い
し
現
在
の
時
期
の
三
つ
に
区
分
し
た
上
で
分
析
を
行
う
。
イ
ギ
リ
ス

に
お
け
る
破
産
手
続
や
会
社
の
清
算
手
続
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
邦
語
に
よ
る
詳
細
な
先
行
研
究
が
既
に
存
在
す
る
の
で
（

）、
本
稿
で

9

は
、
管
財
機
関
を
中
心
と
し
た
機
関
構
造
に
絞
っ
て
見
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

二

黎
明
期
の
倒
産
法
（
一
六
世
紀
な
い
し
一
七
世
紀
）

１

信
託
法
及
び
倒
産
法
の
起
源

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
信
託
は
、
ユ
ー
ス
（
use）
と
呼
ば
れ
る
慣
行
を
起
源
と
す
る
（

）。
ユ
ー
ス
は
、
to
A
to
the
use
of
B
と

10

い
う
形
で
Ａ
に
土
地
の
権
利
す
な
わ
ち
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
不
動
産
権
（
legal
estate）
を
与
え
る
が
、
そ
の
権
利
は
Ｂ
の
利
益

の
た
め
に
Ａ
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
る
処
分
行
為
で
あ
っ
て
、
Ａ
を
ユ
ー
ス
付
封
譲
受
人
（
foffee
to
uses）、
Ｂ
を
ユ
ー
ス
受
益
者

（
cestui
que
use）
と
呼
称
し
て
い
た
。
一
四
世
紀
こ
ろ
に
は
、
ユ
ー
ス
は
、
不
動
産
の
権
利
者
が
、
領
主
に
対
し
て
負
担
す
る

様
々
な
封
建
的
負
担
や
、
当
時
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
長
男
単
独
相
続
ル
ー
ル
を
免
れ
る
手
段
と
し
て
、
広
く
一
般
に
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
（

）。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
こ
の
よ
う
な
ユ
ー
ス
の
慣
行
を
禁
止
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
土
地
利
用
権

11

は
受
託
者
に
帰
属
す
る
以
上
、
受
託
者
が
ユ
ー
ス
に
違
反
し
て
も
、
領
主
裁
判
所
や
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
（

）は
受
益
者
に
救
済
を
与

12

え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
五
世
紀
の
中
こ
ろ
か
ら
は
、
大
法
官
（
Lord
Chancellor）
が
、
受
託
者
が
ユ
ー
ス

の
対
象
の
土
地
を
自
ら
使
用
収
益
し
て
不
当
に
利
得
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
受
益
者
の
権
利
を
エ
ク
ィ
テ
ィ
上
の
不
動
産
権
（
equi-
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table
estate）
と
し
て
救
済
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
救
済
の
積
重
ね
が
、
エ
ク
ィ
テ
イ
（
equity）
の
代
表
的
な
法
分

野
で
あ
る
信
託
（
trust）
で
あ
る
。

一
方
、
倒
産
法
も
、
債
権
者
に
対
し
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
個
別
執
行
を
超
え
て
付
与
さ
れ
た
救
済
に
由
来
し
て
お
り
、
エ
ク
ィ

テ
ィ
の
一
分
野
と
し
て
発
展
を
遂
げ
た
（

）。
す
な
わ
ち
、
初
期
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
は
、
判
決
債
権
の
強
制
的
実
現
手
段
と
し
て
、
動

13

産
執
行
令
状
（
fierifacias）、
及
び
動
産
及
び
土
地
の
収
益
に
対
す
る
執
行
令
状
（
levarifacias）
に
加
え
、
弁
済
の
た
め
の
拘
禁

令
状
（
capiasad
satisfaciendum
）
が
存
在
し
て
い
た
（

）。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
個
別
的
な
執
行
は
、
倒
産
状
態
の
債
務
者
に

14

対
処
す
る
に
は
限
界
が
あ
り
、
詐
害
的
な
い
し
不
誠
実
な
債
務
者
か
ら
債
権
者
の
救
済
を
図
る
必
要
性
や
、
誠
実
だ
が
不
運
な
債
務

者
を
拘
禁
す
る
こ
と
の
過
酷
さ
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
一
六
世
紀
ご
ろ
か
ら
、
国
王
の
直
臣
が
国
王
に
助
言
・
助

力
す
る
機
関
で
あ
る
国
王
評
議
会
（
K
ing’s
Council）
が
個
別
の
執
行
事
件
に
介
入
す
る
よ
う
に
な
り
、
後
に
は
、
議
会
が
制
定
し

た
破
産
法
に
よ
る
救
済
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２

初
期
の
破
産
法
に
お
け
る
管
財
機
関
の
未
分
化

一
五
四
二
年
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
初
め
て
の
倒
産
法
典
と
し
て
、
破
産
法
（
34
&
35
H
en.8,c.4：
以
下
「
一
五
四
二
年
破
産

法
」
と
い
う
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
以
後
の
破
産
法
は
、
い
ず
れ
も
「（
制
定
年
）
破
産
法
」
と
表
記
す
る
）
が
制
定
さ
れ
た
。
一
五
四
二

年
破
産
法
は
、
詐
害
的
な
い
し
不
誠
実
な
債
務
者
に
制
裁
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
債
権
者
の
救
済
を
図
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
に

掲
げ
て
お
り
（

）、
集
団
的
な
権
利
実
行
手
続
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
懲
罰
的
な
色
彩
が
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
手
続
は
、
債
権
者

15

に
よ
る
申
立
て
に
よ
り
、
大
法
官
が
、
破
産
者
を
収
監
し
そ
の
財
産
を
差
し
押
え
、
債
権
者
に
分
配
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
（
同

法
一
条
、
二
条
）、
対
象
と
す
る
債
務
者
に
つ
い
て
明
文
規
定
は
な
い
が
、
実
際
の
運
用
で
は
商
人
に
限
ら
れ
て
い
た
（

）。
ま
た
、
大
法

16

官
は
、
個
々
の
破
産
事
件
の
遂
行
に
つ
い
て
は
破
産
監
督
委
員
（
com
m
issioner）
を
選
任
し
、
同
人
に
委
嘱
し
て
い
た
（

）。
17
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一
五
七
一
年
に
は
、
新
た
な
破
産
法
（
13
Eliz.1,c.7）
が
制
定
さ
れ
、
詐
害
行
為
に
関
す
る
規
律
は
別
の
法
典
に
置
か
れ
た
（

）。
18

一
五
七
一
年
破
産
法
は
、
破
産
手
続
の
対
象
と
な
る
債
務
者
を
商
人
（
trader）
に
限
定
し
、
破
産
宣
告
の
実
体
的
要
件
と
な
る
破

産
原
因
（
actofbankruptcy）
に
つ
い
て
も
明
文
で
規
定
し
た
（
同
法
一
条
（

））。
ま
た
、
破
産
手
続
の
機
関
と
し
て
、
債
務
者
の
破

19

産
原
因
の
有
無
に
関
す
る
審
理
、
及
び
債
務
者
財
産
の
管
理
処
分
を
行
う
破
産
監
督
委
員
（
com
m
issioner）
に
つ
い
て
明
文
規
定

が
設
け
ら
れ
た
。
手
続
の
概
要
は
、
債
権
者
の
破
産
申
立
て
を
受
け
た
大
法
官
は
、
破
産
監
督
委
員
を
選
任
し
（
同
法
二
条
（

））、
破

20

産
監
督
委
員
は
、
債
務
者
の
商
人
性
及
び
破
産
原
因
に
関
す
る
審
理
と
、
破
産
宣
告
後
の
破
産
者
の
財
産
に
つ
き
、
債
権
者
に
対
す

る
比
例
的
な
分
配
の
原
資
と
し
て
管
理
処
分
を
行
う
と
さ
れ
て
い
た
（
同
法
二
条
（

））。
21

そ
の
後
、
破
産
法
の
主
要
な
改
正
が
一
六
〇
四
年
（

）や
一
六
二
三
年
（

）に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
大
法
官
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
る
破
産
監

22

23

督
委
員
が
、
破
産
事
件
の
審
理
権
限
と
管
財
権
限
を
有
す
る
と
い
う
基
本
的
な
構
造
は
維
持
さ
れ
て
い
た
（

）。
大
法
官
が
破
産
監
督
委

24

員
を
監
督
す
る
権
限
に
つ
い
て
の
明
文
規
定
は
存
在
し
な
か
っ
た
が
（

）、
一
七
世
紀
末
こ
ろ
ま
で
に
は
、
破
産
監
督
委
員
が
し
た
破
産

25

宣
告
に
対
す
る
不
服
申
立
て
に
対
す
る
判
断
や
、
破
産
手
続
運
営
一
般
に
関
す
る
監
督
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（

）。
26

３

初
期
の
破
産
法
と
信
託
法
の
関
係

こ
の
時
期
の
破
産
法
は
、
エ
ク
ィ
テ
ィ
と
し
て
の
由
来
は
信
託
と
共
通
す
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
に
は
信
託
と
の
接
点
は
見
当
た

ら
な
い
。
以
上
の
と
お
り
、
一
六
世
紀
な
い
し
一
七
世
紀
の
破
産
法
に
お
い
て
は
、
破
産
手
続
を
主
宰
す
る
大
法
官
が
職
権
で
選
任

し
た
破
産
監
督
委
員
が
、
破
産
原
因
の
審
理
と
破
産
者
の
財
産
管
理
の
両
方
を
担
当
し
て
お
り
、
後
の
時
代
の
よ
う
に
、
審
理
機
関

と
は
別
に
管
財
機
関
を
設
置
し
、
債
権
者
が
管
財
機
関
の
選
任
権
限
を
有
す
る
よ
う
な
仕
組
み
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

破
産
者
財
産
の
管
理
処
分
に
つ
い
て
、
信
託
な
い
し
は
信
託
類
似
の
関
係
を
観
念
す
る
契
機
に
も
乏
し
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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三

管
財
機
関
の
成
立
及
び
信
託
理
論
の
適
用
(一
八
世
紀
な
い
し
一
九
世
紀
後
半
)

１

概

要

一
七
〇
六
年
破
産
法
は
、
手
続
を
主
宰
す
る
破
産
監
督
委
員
と
は
別
に
、
管
財
機
関
で
あ
る
譲
受
管
財
人
（
assignee）
を
新
た

に
設
置
し
、
以
後
の
倒
産
処
理
手
続
に
お
い
て
は
、
審
理
業
務
と
管
財
業
務
は
別
々
の
機
関
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、

初
期
の
破
産
法
に
お
い
て
は
顧
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
債
務
者
の
救
済
の
要
請
に
応
え
る
た
め
、
一
八
一
三
年
に
は
支
払
不
能
に

陥
っ
た
債
務
者
の
救
済
を
目
的
と
す
る
支
払
不
能
債
務
者
救
済
手
続
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
八
四
四
年
に
は
会
社
の

法
制
化
に
伴
い
、
会
社
を
対
象
と
す
る
倒
産
処
理
手
続
が
設
け
ら
れ
た
。

信
託
の
状
況
に
目
を
転
ず
る
と
、
大
法
官
府
の
裁
判
権
の
拡
大
に
伴
っ
て
、
信
託
理
論
が
固
有
の
信
託
以
外
の
信
託
類
似
の
関
係

に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
倒
産
処
理
手
続
に
お
け
る
管
財
機
関
も
、
そ
の
対
象
に
な
っ
た
。

本
章
で
は
、
商
人
を
対
象
と
す
る
倒
産
手
続
、
支
払
不
能
債
務
者
の
た
め
の
救
済
手
続
、
及
び
会
社
を
対
象
と
す
る
倒
産
手
続
に

つ
い
て
、
管
財
機
関
を
中
心
に
手
続
構
造
を
概
観
し
た
上
で
、
管
財
機
関
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
に
信
託
理
論
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
背
景
を
分
析
す
る
。

２

商
人
を
対
象
と
す
る
倒
産
手
続

(
)
一
七
〇
六
年
破
産
法
：
譲
受
管
財
人
の
新
設

1一
七
〇
六
年
破
産
法
（
5
A
nne,c.22）
は
、
破
産
者
の
財
産
の
管
理
処
分
を
、
新
た
に
設
置
し
た
機
関
で
あ
る
譲
受
管
財
人
の
職

務
と
し
た
。
債
権
者
の
破
産
申
立
て
を
受
け
た
大
法
官
は
破
産
監
督
委
員
を
選
任
し
、
破
産
監
督
委
員
は
債
権
者
集
会
を
開
催
し
、

債
権
者
集
会
決
議
（

）に
よ
っ
て
譲
受
管
財
人
が
選
任
さ
れ
る
。
破
産
者
の
財
産
は
、
破
産
者
か
ら
破
産
監
督
委
員
を
経
て
譲
受
管
財
人

27
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へ
移
転
（
assign）
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
（
一
七
〇
六
年
破
産
法
四
条
）。
譲
受
管
財
人
が
新
設
さ
れ
た
背
景
に
は
、
破
産
手
続
の

遅
延
や
費
用
高
騰
に
対
す
る
債
権
者
ら
の
不
満
に
加
え
、
一
七
〇
五
年
破
産
法
（

）が
免
責
（
discharge）
に
関
す
る
規
定
を
設
け
た
た

28

め
（
一
七
〇
五
年
破
産
法
七
条
、
一
九
条
（

））、
免
責
の
審
理
（
同
法
二
条
（

））
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
破
産
監
督
委
員
の
負
担
軽
減
の

29

30

要
請
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（

）。
31

譲
受
管
財
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
一
部
債
権
者
や
破
産
者
の
利
益
を
図
る
行
為
や
、
財
産
の
着
服
な
ど
の
不
正
を
行
う
事
案

が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
一
七
三
二
年
の
法
改
正
に
よ
り
、
譲
受
管
財
人
は
国
璽
（
Great
Seal）
に
関
す
る
職
員
と

さ
れ
（

）、
債
権
者
の
申
立
て
に
よ
り
大
法
官
が
譲
受
管
財
人
を
解
任
す
る
権
限
（

）を
有
す
る
旨
が
規
定
さ
れ
た
。

32

33

(
)
一
八
三
一
年
破
産
法
：
官
選
譲
受
管
財
人
の
新
設

2譲
受
管
財
人
の
職
務
遂
行
の
適
正
を
図
る
た
め
、
一
八
三
一
年
破
産
法
（
1
&
2
W
m
.4,c.56）
は
、
破
産
手
続
の
運
営
に
対
し
公

的
機
関
が
直
接
的
に
介
入
す
る
こ
と
と
し
（

）、
破
産
者
の
財
産
の
管
理
処
分
を
行
う
公
的
機
関
と
し
て
、
官
選
譲
受
管
財
人
（
official

34

assignee）
を
新
設
し
た
。
一
八
三
一
年
破
産
法
に
お
い
て
は
、
債
権
者
が
譲
受
管
財
人
を
選
任
す
る
ま
で
は
、
大
法
官
が
選
任
す

る
官
選
譲
受
管
財
人
が
破
産
者
の
財
産
の
管
理
権
限
を
有
し
、
債
権
者
が
譲
受
管
財
人
を
選
任
し
た
後
は
、
官
選
譲
受
管
財
人
と
譲

受
管
財
人
が
財
産
管
理
機
関
と
し
て
併
存
す
る
も
の
と
さ
れ
た
（
同
法
二
二
条
（

））。
条
文
上
は
、
官
選
譲
受
管
財
人
は
破
産
者
財
産
の

35

処
分
権
を
有
し
な
い
と
さ
れ
て
い
た
が
（
同
法
二
三
条
）、
実
際
の
運
用
上
は
破
産
者
財
産
の
処
分
も
行
い
、
官
選
譲
受
管
財
人
が
管

財
事
務
の
中
心
的
機
関
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（

）。
36

官
選
譲
受
管
財
人
は
当
初
、
一
八
三
一
年
破
産
法
に
よ
っ
て
新
設
さ
れ
た
、
ロ
ン
ド
ン
及
び
周
辺
地
域
の
破
産
事
件
を
管
轄
す
る

破
産
裁
判
所
（
CourtofBankruptcy）（
同
法
一
条
）
に
の
み
配
置
さ
れ
て
い
た
が
、
一
八
四
二
年
破
産
法
（
5
&
6
V
ic.,c.122）
に

よ
り
全
国
の
裁
判
所
に
配
置
さ
れ
た
（

）。
37
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３

支
払
不
能
債
務
者
の
た
め
の
救
済
手
続

(
)
一
八
一
三
年
支
払
不
能
債
務
者
法
：
支
払
不
能
債
務
者
救
済
裁
判
所
に
お
け
る
手
続

1既
に
述
べ
た
通
り
、
初
期
の
破
産
法
は
、
対
象
と
す
る
債
務
者
を
商
人
の
み
と
し
、
債
権
者
申
立
て
の
み
を
認
め
て
い
た
。
ま
た
、

免
責
制
度
も
存
在
し
て
い
た
が
、
債
権
回
収
に
協
力
し
た
債
務
者
へ
の
恩
恵
的
色
彩
が
濃
く
、
債
務
者
の
救
済
や
経
済
的
更
生
は
ほ

と
ん
ど
顧
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
七
世
紀
末
以
降
は
、
拘
禁
中
の
債
務
者
を
釈
放
す
る
救
済
立
法
が
何
度
か
施
行
さ
れ
た
が
（

）、
38

さ
ら
に
恒
久
的
・
制
度
的
な
救
済
と
し
て
、
一
八
一
三
年
に
は
、
拘
禁
さ
れ
て
い
る
債
務
者
が
、
総
財
産
を
債
権
者
へ
の
弁
済
に
充

て
る
の
と
引
換
え
に
、
身
柄
の
解
放
を
裁
判
所
に
求
め
る
手
続
を
定
め
た
支
払
不
能
債
務
者
救
済
法
（
A
n
A
ct
for
the
Reliefof

InsolventD
ebtorsin
England
(Lord
Redesdale’sA
ct),53
Geo.3,c.102
(1813)）（
以
下
「
一
八
三
一
年
支
払
不
能
債
務
者
法
」
と

い
う
）
が
成
立
し
た
（

）。
39

同
法
の
救
済
手
続
の
申
立
適
格
を
有
す
る
者
は
、
金
銭
債
務
の
不
履
行
や
、
そ
れ
に
起
因
す
る
裁
判
所
侮
辱
（
contem
pt）
で
三

月
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
債
務
者
で
あ
る
（
一
八
一
三
年
支
払
不
能
債
務
者
法
一
条
）。
手
続
を
管
轄
す
る
裁
判
所
は
、
新
設
さ
れ
た

支
払
不
能
者
救
済
裁
判
所
（
Courtfor
ReliefofInsolventD
ebtors）
で
あ
り
、
手
続
を
主
宰
す
る
の
は
、
国
王
が
選
任
す
る
支
払

不
能
債
務
者
弁
務
官
（
Com
m
issioner
for
the
ReliefofInsolventD
ebtors）
で
あ
る
（
同
法
一
条
）。

債
務
者
か
ら
申
立
て
を
受
け
た
裁
判
所
は
、
債
権
者
に
対
す
る
通
知
（
同
法
一
条
）、
債
務
者
の
聴
聞
や
債
権
者
に
よ
る
異
議
申

立
て
（
同
法
七
条
）
を
経
た
上
で
、
債
務
者
の
救
済
を
相
当
と
認
め
た
場
合
に
は
手
続
を
開
始
す
る
（
同
法
一
〇
条
）。
手
続
開
始
後
、

裁
判
所
は
譲
受
管
財
人
を
選
任
し
、
債
務
者
の
総
財
産
を
譲
受
管
財
人
に
移
転
す
る
こ
と
を
命
じ
る
。
債
務
者
財
産
に
つ
い
て
権
利

の
移
転
が
完
了
さ
れ
る
と
、
裁
判
所
は
債
務
者
の
拘
禁
か
ら
の
解
放
を
命
じ
る
（
同
法
一
〇
条
（

））。
譲
受
管
財
人
へ
の
債
務
者
財
産
の

40

移
転
は
、
債
権
者
の
利
益
の
た
め
の
信
託
と
し
て
行
わ
れ
（
in
trustforthe
benefitofthe
creditors）（
同
法
一
八
条
）、
譲
受
管
財

人
は
債
務
者
財
産
を
換
価
し
、
債
権
者
に
対
し
比
例
的
分
配
に
よ
り
配
当
を
す
る
（
同
法
一
九
条
）。
同
手
続
で
満
足
さ
れ
な
か
っ
た
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債
務
は
免
責
さ
れ
ず
、
債
権
者
が
、
債
務
者
が
将
来
得
る
財
産
を
引
当
て
に
回
収
を
行
う
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い
（
同
法
一
〇
条
（

））。
41

(
)
一
八
四
二
年
支
払
不
能
債
務
者
法
：
破
産
裁
判
所
に
お
け
る
手
続

2一
八
一
三
年
以
降
、
商
人
を
対
象
と
す
る
破
産
手
続
と
、
支
払
不
能
債
務
者
救
済
手
続
が
併
存
し
て
い
た
が
、
商
人
と
非
商
人
を

必
ず
し
も
截
然
と
区
別
で
き
な
い
こ
と
や
、
多
額
の
債
務
を
負
う
商
人
が
免
責
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
債
務
額

が
比
較
的
少
額
の
非
商
人
が
免
責
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
の
不
合
理
性
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
（

）。
そ
こ
で
、
両
手
続
の
統
合
へ
向
け

42

た
動
き
と
し
て
、
一
八
四
二
年
支
払
不
能
債
務
者
救
済
法
（
A
n
A
ctfor
the
ReliefofInsolventD
ebtors
in
1842;5
&
6
V
ic.,c.

116）（
以
下
「
一
八
四
二
年
支
払
不
能
債
務
者
法
」
と
い
う
）
は
、
支
払
不
能
債
務
者
救
済
裁
判
所
に
お
け
る
既
存
の
手
続
に
加
え
、

破
産
裁
判
所
（
CourtofBankruptcy）
が
管
轄
す
る
保
護
命
令
（
protection
order）
の
制
度
を
新
設
し
た
。

同
手
続
は
、
非
商
人
の
債
務
者
、
ま
た
は
債
務
額
が
三
〇
〇
ポ
ン
ド
未
満
の
商
人
で
あ
り
、
詐
欺
な
ど
の
不
法
行
為
に
よ
っ
て
債

務
を
負
っ
た
の
で
は
な
い
債
務
者
が
、
債
権
者
に
対
し
所
定
の
方
法
で
通
知
を
行
っ
た
上
で
、
破
産
裁
判
所
に
対
し
、
自
ら
が
負
う

全
債
務
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
債
務
者
の
総
財
産
を
も
っ
て
そ
れ
ら
の
債
務
を
弁
済
す
る
こ
と
を
申
し
出
て
、
保
護
命
令

の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
八
四
二
年
支
払
不
能
債
務
者
法
一
条
）。
申
立
て
を
受
理
し
た
裁
判
所
は
、
破
産
監
督
委
員
に

よ
る
申
立
債
務
者
や
債
権
者
等
の
審
尋
を
経
て
、
適
法
と
認
め
れ
ば
、
破
産
監
督
委
員
は
保
護
命
令
を
発
令
す
る
（
同
法
四
条
）。

保
護
命
令
と
と
も
に
、
破
産
監
督
委
員
は
官
選
譲
受
管
財
人
を
選
任
す
る
が
、
前
記
の
審
尋
に
出
席
し
た
債
権
者
は
、
頭
数
及
び
金

額
の
多
数
決
に
よ
っ
て
譲
受
管
財
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
四
条
）。
債
務
者
の
現
在
及
び
将
来
の
す
べ
て
の
財
産
は
、

債
権
者
へ
の
弁
済
原
資
と
し
て
官
選
譲
受
管
財
人
及
び
譲
受
管
財
人
に
移
転
し
帰
属
す
る
。
こ
れ
ら
の
管
財
機
関
が
債
務
者
財
産
に

対
し
て
有
す
る
権
原
は
、
破
産
手
続
に
お
け
る
官
選
譲
受
管
財
人
及
び
譲
受
管
財
人
と
同
様
で
あ
る
（
同
法
七
条
、
九
条
（

））。
な
お
、

43

一
八
四
七
年
に
は
、
支
払
不
能
債
務
者
救
済
裁
判
所
が
地
方
に
も
設
置
さ
れ
た
（

）。
44
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４

破
産
手
続
と
支
払
不
能
債
務
者
救
済
手
続
の
統
一

(
)
一
八
六
一
年
破
産
法

1一
八
六
一
年
破
産
法
（
24
&
25
V
ic.,c.134）
は
、
支
払
不
能
者
救
済
裁
判
所
及
び
支
払
不
能
債
務
者
救
済
手
続
を
廃
止
し
、
ロ
ン

ド
ン
に
お
い
て
は
破
産
裁
判
所
、
そ
れ
以
外
の
地
域
で
は
県
裁
判
所
（
County
Court）
で
の
手
続
に
統
合
し
た
（
同
法
一
条
、
一

九
条
）。
こ
れ
に
伴
い
、
破
産
法
の
適
用
対
象
と
な
る
債
務
者
を
商
人
に
限
定
し
て
い
た
こ
と
を
廃
止
し
（
同
法
六
九
条
（

））、
あ
ら
ゆ

45

る
債
務
者
が
破
産
手
続
後
の
免
責
の
適
格
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
同
法
一
五
八
条
）。
ま
た
、
債
務
者
の
自
己
破
産
申
立
て
を
認

め
た
（
同
法
八
六
条
）。

一
八
六
一
年
破
産
法
の
管
財
機
関
に
つ
い
て
見
る
と
、
譲
受
管
財
人
に
対
し
て
官
選
譲
受
管
財
人
へ
の
会
計
報
告
を
義
務
づ
け
る

な
ど
（
同
法
一
二
九
条
）、
官
選
譲
受
管
財
人
に
よ
る
監
督
を
強
化
す
る
一
方
で
、
債
権
者
が
譲
受
管
財
人
を
選
任
し
た
場
合
に
は
、

破
産
者
の
財
産
は
官
選
譲
受
管
財
人
を
離
れ
、
譲
受
管
財
人
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
て
（
同
法
一
一
七
条
、
一
一
八
条
）、
官
選
管
財

人
の
財
産
管
理
処
分
権
限
の
縮
小
も
行
わ
れ
た
。

(
)
一
八
六
九
年
破
産
法
と
し
て
の
管
財
人

2譲
受
管
財
人
の
任
務
懈
怠
防
止
の
た
め
に
導
入
さ
れ
た
官
選
譲
受
管
財
人
に
つ
い
て
は
、
皮
肉
に
も
、
不
熱
心
な
職
務
遂
行
に
よ

る
手
続
費
用
の
増
大
や
手
続
遅
延
が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
議
会
の
破
産
法
特
別
委
員
会
（
Select

Com
m
ittee
on
the
Bankruptcy
A
ct）
は
、
一
八
五
六
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
破
産
法
（
Bankruptcy
(Scotland)
A
ctof1856,19
&

20
V
ic.,c.79
（

））
を
参
考
に
（

）、
管
財
人
の
財
産
管
理
に
対
す
る
債
権
者
に
よ
る
自
治
的
監
督
の
強
化
を
提
案
し
（

）、
同
提
案
に
基
づ
い
た

46

47

48

政
府
案
が
一
八
六
九
年
破
産
法
（
31
&
32
V
ic.,c.71）
と
し
て
成
立
し
た
（

）。
49

一
八
六
九
年
破
産
法
は
、
破
産
者
の
財
産
の
管
理
処
分
を
行
う
機
関
に
つ
い
て
、
初
め
て
“trustee”の
名
称
を
用
い
た
（

）。
管
財
人

50

は
、
破
産
宣
告
後
、
債
権
者
集
会
の
決
議
に
よ
り
選
任
さ
れ
る
（
同
法
一
四
条
⑴
⑵
（

））
こ
と
や
、
破
産
者
の
財
産
が
、
債
権
者
へ
の

51
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配
当
原
資
と
し
て
管
財
人
に
移
転
し
帰
属
す
る
旨
（
同
法
一
七
条
）
は
、
従
前
の
譲
受
管
財
人
と
同
様
で
あ
る
。
他
方
、
異
な
る
点

と
し
て
は
、
管
財
人
が
破
産
者
の
財
産
を
管
理
す
る
方
法
に
つ
い
て
、
債
権
者
集
会
の
決
議
に
よ
っ
て
指
示
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
（
同
法
一
四
条
⑷
）
こ
と
や
、
債
権
者
集
会
に
お
い
て
債
権
者
の
中
か
ら
選
任
す
る
委
員
に
よ
っ
て
構
成
す
る
監
査
委
員
会
（
同

法
一
四
条
⑶
）
が
、
管
財
人
の
会
計
監
査
（
同
法
五
五
条
）
や
配
当
の
決
定
を
行
う
（
同
法
四
一
条
）
こ
と
な
ど
、
債
権
者
に
よ
る
支

配
な
い
し
監
督
を
大
幅
に
強
化
し
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
管
財
人
に
対
す
る
公
的
監
督
機
関
と
し
て
は
、
官
選
譲
受
管
財
人
と
は
異

な
り
、
監
査
・
調
査
権
限
の
み
を
有
す
る
破
産
監
査
官
（
com
ptroller
in
bankruptcy
（

））
が
新
設
さ
れ
た
（

）。
な
お
、
同
時
期
に
制
定

52

53

さ
れ
た
一
八
六
九
年
債
務
者
法
（
D
ebtors
A
ct1869;32
&
33
V
ic.,c.62）
に
よ
り
、
債
務
者
拘
禁
が
廃
止
さ
れ
た
。

５

会
社
を
対
象
と
す
る
倒
産
手
続

(
)
一
八
四
四
年
会
社
清
算
法
：
債
権
者
の
申
立
て
に
よ
る
破
産

1イ
ギ
リ
ス
で
初
め
て
制
定
さ
れ
た
一
般
会
社
法
で
あ
る
一
八
四
四
年
会
社
登
記
法
（
Registration
A
ct1844,7
&
8
V
ic.,c.110）

と
時
を
同
じ
く
し
て
、
会
社
の
倒
産
手
続
を
規
律
す
る
一
八
四
四
年
会
社
清
算
法
（
A
n
A
ctfor
facilitating
the
w
inding
up
the

A
ffairsofJointStock
Com
paniesunabletom
eettheirpecuniary
Engagem
ents,1844,7&
8V
ic.,c.111）
が
制
定
さ
れ
た
。
同

法
に
よ
り
、
債
権
者
は
、
破
産
原
因
が
存
在
す
る
会
社
に
つ
い
て
、
破
産
裁
判
所
に
破
産
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た

（
同
法
一
条
）。
裁
判
所
が
破
産
宣
告
を
し
た
後
の
手
続
は
破
産
法
上
の
破
産
手
続
に
準
拠
し
て
お
り
（
同
法
一
一
条
（

））、
会
社
の
財
産

54

の
管
理
処
分
を
行
う
機
関
は
、
譲
受
管
財
人
及
び
官
選
譲
受
管
財
人
で
あ
っ
た
（

）。
55

(
)
一
八
四
八
年
会
社
清
算
法
：
清
算
出
資
者
の
申
立
て
に
よ
る
清
算

2一
八
四
八
年
に
制
定
さ
れ
た
会
社
清
算
法
（
JointStock
Com
panies
W
inding-up
A
ct1848,11
&
12
V
ic.,c.45）
は
、
既
存
の

破
産
手
続
に
加
え
て
（

）、
清
算
出
資
者
（
contributory
（

））
が
、
会
社
の
解
散
と
清
算
（
dissolution
and
w
inding-up）、
ま
た
は
会
社

56

57
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の
財
産
関
係
の
清
算
（
w
inding-up
ofthe
affairs
ofsuch
com
pany）
の
申
立
て
を
、
大
法
官
ま
た
は
記
録
長
官
（
M
aster
ofthe

Rolls）
に
対
し
て
行
う
こ
と
を
認
め
た
（
同
法
五
条
）。
こ
れ
ら
の
手
続
が
開
始
さ
れ
た
場
合
、
補
助
裁
判
官
（
m
aster）
は
官
選
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
officialm
anager）（
同
法
一
四
条
、
二
一
条
）
を
選
任
し
、
会
社
の
財
産
は
官
選
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
移
転
す
る
（
同
法

一
九
条
、
二
九
条
）。

(
)
一
八
五
六
年
会
社
法
：
強
制
清
算
と
任
意
清
算

3一
八
五
六
年
に
制
定
さ
れ
た
会
社
法
（
JointStock
Com
panies
A
ct1856,19
&
20
V
ic.,c.47）
は
、
同
法
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

た
会
社
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
会
社
清
算
法
の
適
用
を
排
除
し
（
同
法
一
〇
七
条
、
一
〇
九
条
）、
同
法
が
新
設
し
た
、
裁
判
所
（

）に
よ

58

る
強
制
清
算
（
w
inding-up
by
the
court：
同
法
六
七
条
以
下
）
と
、
任
意
清
算
（
voluntary
w
inding-up
ofcom
pany：
同
法
一
〇

二
条
以
下
）
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
（
同
法
五
九
条
）。

強
制
清
算
は
、
株
主
総
会
の
特
別
決
議
等
に
よ
る
場
合
の
ほ
か
、
会
社
支
払
不
能
を
理
由
と
す
る
場
合
は
、
清
算
の
出
資
者
だ
け

で
な
く
、
債
権
者
が
申
し
立
て
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
（
同
法
六
七
条
⑷
、
六
九
条
）。
強
制
清
算
が
開
始
さ
れ
る
と
、
会
社
の
財
産

は
所
定
の
手
続
に
よ
り
管
理
さ
れ
、
会
社
が
負
担
す
る
債
務
の
支
払
に
充
当
さ
れ
る
（
同
法
七
五
条
）。
清
算
業
務
を
行
う
機
関
は
、

裁
判
所
が
選
任
す
る
官
選
清
算
人
（
officialliquidator）
で
あ
る
（
同
法
八
八
条
（

））。
官
選
清
算
人
は
、
裁
判
所
の
認
可
の
下
、
会
社

59

を
当
事
者
と
す
る
訴
訟
手
続
等
の
追
行
、
清
算
に
必
要
な
範
囲
内
で
の
事
業
継
続
、
会
社
財
産
の
売
却
等
、
清
算
及
び
配
当
に
必
要

な
事
務
を
行
う
権
限
（
pow
er）
を
有
す
る
（
同
法
九
〇
条
）。

一
方
、
任
意
清
算
は
、
定
款
所
定
の
解
散
事
由
が
生
じ
た
場
合
や
、
株
主
総
会
の
特
別
決
議
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
、
株
主
総
会
決

議
に
よ
り
選
任
さ
れ
る
清
算
人
（
liquidator）
が
清
算
業
務
を
行
う
（
同
法
一
〇
四
条
⑵
⑶
）。
清
算
人
の
権
限
は
、
官
選
清
算
人
と

同
様
で
あ
る
が
、
裁
判
所
の
認
可
を
経
る
必
要
は
な
い
（
同
法
一
〇
四
条
⑺
）。
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(
)
一
八
五
七
年
会
社
法
：
裁
判
所
の
監
督
下
の
清
算

4一
八
五
七
年
会
社
法
（
JointStock
Com
panies
A
ct,1857,20
&
21
V
ic.,c.14）
に
よ
り
、
任
意
清
算
係
属
中
の
会
社
に
対
し
強

制
清
算
の
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
、裁
判
所
は
強
制
清
算
を
行
う
か
、裁
判
所
の
監
督
の
下
で（
undersupervision
ofthe
court）任

意
清
算
を
続
行
す
る
か
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き（
同
法
一
九
条
）、後
者
の
場
合
の
清
算
人
は
、通
常
の
任
意
清
算
と
は
異
な
り
、裁

判
所
の
監
督
に
服
す
る
（
一
八
五
八
年
会
社
法
（
T
he
JointStock
Com
paniesA
m
endm
entA
ct,1858,21
&
22
V
ic.,c.60）
四
条
（

））。
60

(
)
一
八
六
二
年
会
社
法

5一
八
六
二
年
会
社
法
（
Com
paniesA
ct,1862,25
&
26
V
ic.,c.89）
は
、
従
前
の
会
社
関
係
立
法
を
総
括
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け

る
近
代
会
社
法
の
基
礎
を
確
立
し
た
（

）。
会
社
の
清
算
に
関
し
て
は
、
従
前
と
同
様
に
、
裁
判
所
に
よ
る
清
算
（
強
制
清
算
）

61

（
W
inding-up
by
the
Court：
同
法
八
二
条
以
下
）、
任
意
清
算
（
V
oluntary
W
inding-up
ofCom
pany：
同
法
一
二
三
条
）、
及
び
裁

判
所
の
監
督
下
の
清
算
（
W
inding-up
subjectto
the
Supervision
ofthe
Court：
同
法
一
四
五
条
以
下
）
の
三
つ
の
手
続
を
規
定
し
、

強
制
清
算
及
び
裁
判
所
の
監
督
下
の
清
算
の
管
轄
は
大
法
官
裁
判
所
に
一
元
化
さ
れ
た
（
同
法
八
一
条
）。
官
選
清
算
人
及
び
清
算
人

の
会
社
財
産
に
対
す
る
権
限
は
基
本
的
に
は
変
更
さ
れ
て
い
な
い
が
、
裁
判
所
は
、
裁
判
所
の
監
督
に
服
す
る
清
算
を
命
じ
る
場
合
、

清
算
人
を
追
加
的
に
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
（
同
法
一
五
〇
条
（

））。
62

６

管
財
機
関
に
対
す
る
信
託
理
論
の
適
用

(
)
信
託
理
論
の
適
用
対
象
の
拡
大

1大
法
官
府
裁
判
所
（
CourtofChancery）
は
、
一
八
七
三
年
及
び
一
八
七
五
年
裁
判
所
法
（

）に
よ
っ
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
と

63

統
合
さ
れ
る
ま
で
は
エ
ク
ィ
テ
ィ
を
管
轄
す
る
裁
判
所
で
あ
り
、
信
託
ま
た
は
信
認
違
反
（
breach
oftrustor
confidence）
に
つ

い
て
裁
判
権
を
有
し
て
い
た
が
（

）、
一
八
世
紀
以
降
は
、
固
有
の
信
託
財
産
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
信
認
（
confidence）
が
濫
用

64
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さ
れ
た
場
合
に
は
救
済
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、
自
ら
の
裁
判
権
の
拡
大
を
図
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（

）。
こ
の
よ
う
な
信
認
関
係
を

65

認
め
た
事
例
は
、
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
の
裁
判
例
に
よ
れ
ば
、
①
あ
る
者
が
他
の
者
か
ら
財
産
を
託
さ
れ
、
こ
の
財
産
を

こ
の
者
ま
た
は
他
人
の
た
め
に
管
理
す
る
場
合
、
②
あ
る
者
が
他
の
者
の
依
頼
に
基
づ
い
て
、
権
限
を
行
使
し
、
物
の
売
却
を
行
い
、

ま
た
は
、
不
動
産
や
営
業
を
監
督
す
る
場
合
、
③
あ
る
者
が
彼
に
依
存
す
る
他
の
者
に
助
言
を
与
え
る
場
合
、
④
あ
る
者
が
、
言
説

や
行
動
に
よ
っ
て
、
他
の
者
を
公
正
に
扱
う
旨
を
表
示
す
る
場
合
な
ど
、
多
岐
に
亘
っ
て
い
た
（

）。
66

(
)
譲
受
管
財
人
及
び
管
財
人
に
対
す
る
信
託
理
論
の
適
用

2倒
産
に
至
っ
て
い
な
い
債
務
者
が
、
債
権
者
を
受
益
者
、
債
務
者
の
財
産
を
信
託
財
産
と
し
て
、
債
務
弁
済
の
た
め
の
信
託
を
設

立
す
る
こ
と
は
、
通
常
の
信
託
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
（

）。
こ
の
よ
う
な
信
託
は
、
一
八
三
一
年
破
産
法
に
お
い
て
、
債
務
者
が
総

67

債
権
者
の
利
益
の
た
め
に
全
財
産
を
受
託
者
に
譲
渡
す
る
債
務
整
理
証
書
（
deed
ofarrangem
ent）
に
つ
い
て
、
破
産
法
所
定
の

要
件
を
充
足
す
る
場
合
に
は
破
産
原
因
に
該
当
し
な
い
も
の
と
規
定
さ
れ
（
同
法
四
条
）、
今
日
ま
で
同
趣
旨
の
規
定
が
維
持
さ
れ

て
い
る
（
一
九
一
四
年
債
務
整
理
証
書
法
（
D
eeds
ofA
rrangem
entA
ct1914,4
&
5
Geo.5,c.47
（

））
一
一
条
）。

68

他
方
で
、
破
産
手
続
に
お
い
て
譲
受
管
財
人
が
行
う
財
産
の
管
理
処
分
は
、
手
続
の
開
始
、
財
産
の
移
転
や
譲
受
管
財
人
の
人
選

が
必
ず
し
も
債
務
者
の
意
向
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
債
務
者
が
債
務
弁
済
目
的
で
自
主
的
に
設
立
し
た
信
託
と
は
異
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
譲
受
管
財
人
が
破
産
者
の
財
産
に
つ
い
て
管
理
処
分
権
を
取
得
し
、
こ
れ
を
受
益
者
で
あ
る
債
権
者
の
利
益

の
た
め
に
行
使
す
る
点
は
、
信
託
理
論
の
拡
大
さ
れ
た
適
用
場
面
で
あ
る
前
記
（
１
）
①
や
②
の
類
型
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、
受

託
者
と
同
様
に
信
託
理
論
上
の
義
務
を
負
う
も
の
と
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

譲
受
管
財
人
に
信
託
理
論
の
適
用
を
認
め
た
裁
判
例
と
し
て
、
Ex
parte
Lacey
事
件
に
お
け
る
一
八
〇
二
年
の
大
法
官
府
裁

判
所
の
判
決
が
あ
る
（

）。
こ
の
実
案
で
は
、
破
産
手
続
の
譲
受
管
財
人
が
、
破
産
者
の
財
産
の
競
売
に
お
い
て
自
ら
買
受
人
と
な
っ
た

69

こ
と
や
、
破
産
手
続
に
参
加
し
て
い
た
債
権
者
か
ら
配
当
請
求
権
を
買
い
受
け
た
こ
と
の
適
法
性
が
争
わ
れ
た
。
判
旨
は
、
信
託
法
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に
お
け
る
自
己
取
引
禁
止
義
務
を
挙
げ
、
譲
受
管
財
人
は
、
債
権
者
及
び
破
産
者
の
利
益
の
た
め
に
資
産
を
売
却
す
べ
き
受
託
者

（
trustee）
で
あ
り
、
破
産
者
の
財
産
や
、
破
産
者
の
財
産
に
関
係
す
る
権
利
で
あ
る
配
当
請
求
権
を
、
譲
受
管
財
人
自
身
の
利
益

の
た
め
に
買
い
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
た
（

）。
こ
の
よ
う
な
信
託
理
論
の
拡
張
の
背
景
に
は
、
不
熱
心
ま
た
は
不
誠
実
な
譲

70

受
管
財
人
の
増
加
（

）に
直
面
し
た
大
法
官
が
、
信
託
理
論
に
基
づ
き
譲
受
管
財
人
の
責
任
追
及
を
可
能
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
譲
受

71

管
財
人
の
職
務
遂
行
の
適
正
を
図
ろ
う
と
し
た
動
機
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（

）。
72

ま
た
、
支
払
不
能
債
務
者
の
救
済
手
続
に
お
け
る
譲
受
管
財
人
に
つ
い
て
も
、
債
務
者
財
産
の
管
理
処
分
や
債
権
者
へ
の
弁
済
の

職
務
は
、
破
産
手
続
に
お
け
る
譲
受
管
財
人
と
お
お
む
ね
同
様
で
あ
り
、
学
説
は
、
受
託
者
と
同
様
の
地
位
に
あ
る
こ
と
を
認
め
て

い
た
（

）。
73一

八
六
一
年
破
産
法
は
、
管
財
機
関
の
名
称
と
し
て
、
従
前
の
“assignee”に
代
え
て
、
信
託
受
託
者
を
意
味
す
る
“trustee”を

新
た
に
採
用
し
た
が
、
破
産
者
の
総
財
産
が
管
財
人
に
移
転
・
帰
属
し
、
管
財
人
は
こ
れ
を
換
価
し
て
債
権
者
へ
の
配
当
原
資
と
す

る
任
務
を
負
う
と
い
う
基
本
的
な
構
造
に
変
化
は
な
か
っ
た
（

）。
破
産
手
続
の
管
財
機
関
に
対
す
る
信
託
理
論
の
適
用
は
、
名
称
が
管

74

財
人
に
変
わ
っ
た
後
も
継
続
し
た
（

）。
75

(
)
清
算
人
に
対
す
る
信
託
理
論
の
適
用

3支
払
不
能
の
会
社
に
つ
い
て
は
、
株
主
だ
け
で
な
く
債
権
者
も
強
制
清
算
の
申
立
権
を
有
し
て
お
り
、
清
算
手
続
が
会
社
自
身
の

意
思
に
基
づ
く
と
は
限
ら
な
い
が
、
清
算
人
が
行
う
会
社
財
産
の
管
理
処
分
に
つ
い
て
も
、
信
託
理
論
の
拡
大
さ
れ
た
適
用
場
面
で

あ
る
前
記
（

）
①
②
に
該
当
す
る
た
め
、
譲
受
管
財
人
と
同
様
に
受
託
者
に
類
似
す
る
地
位
に
あ
る
と
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

1

清
算
人
の
行
う
財
産
管
理
に
つ
い
て
、
信
託
と
の
同
質
性
を
認
め
た
裁
判
例
と
し
て
は
、
一
八
六
二
年
会
社
法
に
お
け
る
強
制
清

算
に
関
す
る
、
In
re
O
rientalInland
Steam
Com
pany
事
件
（

）の
一
八
七
二
年
の
大
法
官
控
訴
裁
判
所
（
Court
ofA
ppealin

76

Chancery）
判
決
が
あ
る
。
こ
の
事
案
で
は
、
強
制
清
算
手
続
中
の
会
社
に
対
す
る
債
権
者
が
、
清
算
手
続
で
届
け
出
た
債
権
に
つ
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き
イ
ン
ド
の
裁
判
所
の
判
決
に
基
づ
い
て
、
債
務
者
会
社
が
イ
ン
ド
に
所
有
す
る
財
産
の
差
押
え
を
行
っ
た
。
清
算
手
続
を
主
宰
す

る
裁
判
所
は
、
債
権
者
に
対
し
て
は
差
押
え
の
取
下
げ
を
、
官
選
清
算
人
に
対
し
て
は
当
該
財
産
の
売
却
益
か
ら
判
決
債
権
に
相
当

す
る
額
を
債
権
者
に
支
払
う
こ
と
を
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
官
選
清
算
人
は
不
服
申
立
て
を
し
、
副
大
法
官
は
債
権
者
に
支
払
わ

れ
た
金
銭
の
返
還
を
命
じ
、
債
権
者
が
上
訴
し
さ
ら
に
控
訴
裁
判
所
に
お
い
て
争
わ
れ
、
控
訴
裁
判
所
は
副
大
法
官
の
判
断
を
是
認

し
た
（

）。
同
判
決
の
理
由
は
、
清
算
手
続
に
お
け
る
会
社
財
産
を
官
選
清
算
人
が
回
収
換
価
し
債
務
の
弁
済
に
充
当
す
る
こ
と
は
、
会

77
社
財
産
を
総
債
権
者
の
利
益
の
た
め
の
信
託
財
産
と
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
会
社
財
産
は
受
益
的
権
利
（
benefi-

cialinterest）
と
し
て
の
性
質
を
失
い
、
個
別
の
会
社
債
権
者
に
よ
る
強
制
執
行
の
対
象
と
な
る
責
任
財
産
と
し
て
の
性
質
を
失
う

と
し
た
（

）。
78

さ
ら
に
、
一
八
六
二
年
会
社
法
一
六
五
条
は
、
清
算
手
続
中
の
会
社
に
お
い
て
、
清
算
人
、
債
権
者
ま
た
は
清
算
出
資
者
の
申
立

て
に
よ
り
、
裁
判
所
は
過
去
ま
た
は
現
在
の
取
締
役
、
清
算
人
ま
た
は
そ
の
他
の
役
員
の
行
為
を
調
査
し
、
そ
れ
ら
の
者
に
よ
る
会

社
の
金
銭
の
横
領
も
し
く
は
不
法
所
持
、
会
社
に
対
す
る
責
任
や
債
務
の
負
担
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
者
が
職
権
濫
用
や
信
託
違
反

（
breach
oftrust）
を
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
裁
判
所
が
そ
れ
ら
の
者
に
対
し
適
切
と
考
え
る
金
額
の
支
払
や
会
社
へ

の
出
資
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
規
定
す
る
。
こ
の
規
定
か
ら
も
、
取
締
役
や
清
算
人
な
ど
の
役
員
に
つ
い
て
、
会
社
財
産
の

管
理
に
つ
き
信
託
の
受
託
者
と
同
視
さ
れ
、
受
託
者
と
同
様
の
義
務
を
負
う
と
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

(
)
小

括

4一
八
世
紀
な
い
し
一
九
世
紀
中
こ
ろ
の
時
期
は
、
信
託
（
trust）
の
語
は
、
固
有
の
信
託
以
外
の
信
託
類
似
の
関
係
も
包
摂
す
る

広
範
な
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
九
世
紀
の
倒
産
法
に
お
い
て
は
、
倒
産
処
理
手
続
に
お
い
て
管
財
機
関
が
行

う
債
務
者
財
産
の
管
理
処
分
は
信
託
の
一
種
と
し
て
観
念
さ
れ
、
信
託
理
論
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
信
託
理
論
の
適
用
場

面
と
し
て
は
、
管
財
機
関
の
法
的
地
位
及
び
債
務
者
財
産
の
法
的
性
質
を
説
明
す
る
理
論
的
根
拠
（
前
記
（
３
）
In
re
O
rientalIn-
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land
Steam
Com
pany
事
件
）
や
、
管
財
機
関
の
職
務
遂
行
規
範
や
そ
の
違
反
に
対
す
る
救
済
（
前
記
（
２
）
の
Ex
parte
Lacey
事

件
や
、
前
記
（
３
）
の
一
八
六
二
年
会
社
法
一
六
五
条
）
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
管
財
機
関
へ
の
信
託
理
論
の
適
用
が
行
わ
れ
た
実
質

的
理
由
と
し
て
は
、
以
下
の
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
倒
産
に
至
っ
て
い
な
い
債
務
者
が
債
務
弁
済
目
的
の
信
託
を
設
立
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
て
い
た
点
が
あ
る
。
平
常
時
の

信
託
と
法
的
倒
産
処
理
手
続
を
比
較
す
る
と
、
債
権
者
へ
の
弁
済
原
資
と
す
る
目
的
で
債
務
者
か
ら
一
定
の
財
産
が
分
別
さ
れ
、
債

務
者
及
び
債
権
者
以
外
の
第
三
者
で
あ
る
管
財
人
や
清
算
人
に
よ
る
管
理
処
分
に
委
ね
ら
れ
る
と
い
う
基
本
的
構
造
に
は
共
通
性
が

あ
っ
た
。

加
え
て
、
一
九
世
紀
以
降
の
破
産
法
が
、
管
財
機
関
や
こ
れ
に
対
す
る
監
督
体
制
に
つ
い
て
頻
繁
に
改
正
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ

と
が
示
す
よ
う
に
、
管
財
機
関
の
職
務
遂
行
の
適
正
の
確
保
が
、
当
時
の
破
産
法
の
重
要
課
題
で
あ
っ
た
点
が
あ
る
。
管
財
機
関
の

職
務
遂
行
の
適
正
を
図
る
最
も
効
果
的
な
手
段
は
、
公
的
機
関
を
管
財
業
務
や
そ
の
監
督
に
関
与
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
が
（
例
え
ば

官
選
譲
受
管
財
人
や
、
破
産
監
査
官
）、
そ
れ
ら
に
加
え
て
、
管
財
機
関
の
行
為
規
範
や
、
失
当
な
管
財
業
務
に
よ
り
損
害
を
被
っ
た

者
に
対
す
る
救
済
指
針
と
な
る
一
般
的
理
念
も
必
要
と
さ
れ
、
信
託
理
論
が
援
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四

受
認
者
（
fiduciary）
と
し
て
の
管
財
機
関
（
一
九
世
紀
末
な
い
し
現
在
）

１

概

要

一
九
世
紀
末
以
降
は
、
破
産
手
続
及
び
会
社
の
清
算
手
続
に
お
い
て
、
新
た
に
管
財
官
が
設
け
ら
れ
、
管
財
機
関
の
職
務
遂
行
に

対
す
る
公
的
監
督
が
強
化
さ
れ
た
。
経
済
の
発
達
に
伴
い
、
倒
産
手
続
の
重
心
が
個
人
を
対
象
と
す
る
破
産
か
ら
会
社
を
対
象
と
す

る
清
算
に
移
行
し
、
清
算
人
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
、
信
託
受
託
者
と
の
異
同
が
活
発
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
八
六
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年
に
は
、
個
人
と
会
社
の
倒
産
手
続
が
同
一
の
法
典
内
に
統
一
さ
れ
る
と
と
も
に
、
多
様
な
再
建
型
手
続
が
設
け
ら
れ
た
が
、
清
算

人
等
の
官
財
機
関
に
つ
い
て
は
、
固
有
の
信
託
と
は
異
な
る
が
こ
れ
に
類
似
す
る
受
認
者
（
fiduciary）
と
し
て
、
信
認
義
務
（
fi-

duciary
duty）
を
負
う
旨
が
条
文
上
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
以
下
は
一
連
の
具
体
的
な
経
過
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

２

管
財
官
の
新
設

(
)
個
人
を
対
象
と
す
る
倒
産
手
続

1一
八
六
九
年
破
産
法
は
債
権
者
自
治
を
強
化
し
た
も
の
の
、
実
際
に
は
、
債
権
者
が
消
極
的
な
た
め
監
督
が
不
十
分
な
事
例
や
（

）、
79

債
権
者
の
頭
数
の
水
増
し
な
ど
の
不
適
切
な
方
法
で
和
議
や
債
務
免
除
の
要
件
を
充
足
さ
せ
て
破
産
を
回
避
す
る
事
例
が
頻
発
し
た
（

）。
80

こ
の
よ
う
な
債
権
者
自
治
の
弱
点
を
補
う
た
め
、
商
務
省
（
Board
of
T
rade）
の
主
導
に
よ
り
一
八
八
三
年
破
産
法
（
Bank-

ruptcy
A
ct1883,c.52）
が
成
立
し
た
（

）。
81

一
八
八
三
年
破
産
法
に
お
け
る
機
関
構
造
は
、
債
権
者
集
会
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
る
管
財
機
関
で
あ
る
管
財
人
、
並
び
に
管
財
人

に
対
す
る
監
督
機
関
と
し
て
債
権
者
集
会
及
び
監
査
委
員
会
を
置
く
こ
と
は
従
前
と
同
様
だ
が
、
新
た
に
商
務
省
が
選
任
す
る
管
財

官
（
officialreceiver）、
及
び
商
務
省
に
よ
る
監
督
（
同
法
八
九
条
⑷
）
を
行
う
こ
と
と
し
て
、
破
産
監
査
官
を
廃
止
し
た
。
具
体

的
に
は
、
管
財
人
の
選
任
に
関
し
商
務
省
に
よ
る
認
証
（
certify）
を
必
要
と
し
た
（
同
法
八
九
条
⑵
（

））
ほ
か
、
商
務
省
は
管
財
人
の

82

行
動
を
認
識
す
る
義
務
が
あ
り
、
不
誠
実
ま
た
は
不
適
法
な
職
務
遂
行
を
認
知
し
た
場
合
、
調
査
の
上
適
切
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
同
法
九
一
条
⑴
⑵
（

））。
ま
た
、
管
財
官
に
対
し
、
破
産
者
に
対
す
る
調
査
、
及
び
管
財
人
の
財
産
管
理
を
監
督
す
る
権

83

限（
）が

付
与
さ
れ
た
（
同
法
六
八
条
⑴
⑷
）。

84
機
関
以
外
の
改
正
点
と
し
て
、
債
務
者
の
自
己
破
産
申
立
て
（
同
法
八
条
⑴
（

））
や
、
破
産
開
始
決
定
前
の
管
理
命
令
（
receiving

85

order）
が
導
入
さ
れ
た
（

）。
一
八
八
三
年
破
産
法
施
行
後
は
、
主
に
免
責
等
に
関
す
る
破
産
法
改
正
が
数
次
に
亘
っ
て
行
わ
れ
た
が
、

86
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基
本
的
な
機
関
構
造
は
一
九
八
六
年
倒
産
法
に
至
る
ま
で
大
き
な
変
化
な
く
維
持
さ
れ
た
（

）。
87

(
)
会
社
を
対
象
と
す
る
倒
産
手
続

2一
八
九
〇
年
会
社
清
算
法
（
Com
panies
(W
inding
up)
A
ct1890,53
&
54
V
ic.,c.63）
は
、
強
制
清
算
に
お
け
る
新
た
な
機
関

と
し
て
、
商
務
省
が
選
任
す
る
管
財
官
（
officialreceiver）
を
導
入
し
た
。
強
制
清
算
の
申
立
て
を
受
け
た
裁
判
所
は
、
管
財
官

を
仮
清
算
人
（
provisionalliquidator）
に
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
四
条
⑸
）。
強
制
清
算
が
開
始
さ
れ
た
後
も
、
他
の
者

が
清
算
人
に
選
任
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
管
財
官
が
仮
清
算
人
に
な
る
（
同
条
⑴
⑵
）。
強
制
清
算
開
始
後
、
債
権
者
集
会
及
び
出
資

者
集
会
が
招
集
さ
れ
、
管
財
官
に
代
わ
る
清
算
人
選
任
の
申
立
て
や
、
監
査
委
員
会
選
任
の
申
立
て
を
行
う
か
否
か
が
決
議
さ
れ
る

（
同
法
六
条
⑴
）。

そ
の
後
、
一
九
二
九
年
会
社
法
（
Com
panies
A
ct1929,19
&
20
Geo.5,c.23）
は
、
従
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
株
主
に
よ
る
任

意
清
算
に
加
え
、
債
権
者
に
よ
る
任
意
清
算
（
creditors’voluntary
w
inding
up）
を
新
設
し
た
が
（
同
法
二
三
一
条
）、
清
算
手
続

に
お
け
る
機
関
構
造
は
、
一
九
四
八
年
会
社
法
（
Com
panies
A
ctof1948,11
&
12
Geo.6,c.38）
を
経
て
一
九
八
六
年
倒
産
法
制

定
ま
で
の
間
、
基
本
的
に
変
化
は
な
か
っ
た
。

以
上
は
清
算
手
続
に
関
す
る
状
況
だ
が
、
再
建
型
の
倒
産
手
続
と
し
て
、
一
八
七
〇
年
会
社
整
理
法
（
JointStock
Com
panies

A
rrangem
entA
ct1870,33
&
34
V
ic.,c.104）
は
、
清
算
手
続
中
の
会
社
が
、
債
権
者
と
の
間
で
債
務
免
除
（
com
position）
ま
た

は
債
務
整
理
（
arrangem
ent）
の
合
意
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
会
社
を
再
建
す
る
債
務
整
理
計
画
（
schem
e
of

arrangem
ent）
の
制
度
を
新
た
に
設
け
た
（
同
法
二
条
）。
こ
の
手
続
は
、
債
務
者
会
社
と
債
権
者
の
契
約
に
よ
る
自
主
的
な
清
算

方
法
で
あ
り
、
平
時
の
会
社
と
は
異
な
る
役
員
や
管
財
機
関
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
債
務
整
理
計

画
は
、
清
算
手
続
中
以
外
で
も
利
用
が
可
能
に
な
っ
た
た
め
（

）、
平
時
の
会
社
の
組
織
変
更
等
に
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
反
面
（

）、
倒

88

89

産
企
業
の
再
建
に
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
（

）。
90
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３

現
行
法
（
一
九
八
六
年
倒
産
法
）

(
)
概

要

1イ
ギ
リ
ス
の
欧
州
共
同
体
加
盟
を
契
機
と
し
て
、
一
九
七
三
年
に
コ
ー
ク
諮
問
委
員
会
（
Cork
A
dvisory
Com
m
ittee）
が
設
立

さ
れ
（

）、
同
委
員
会
の
報
告
書
が
一
九
七
六
年
に
公
表
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
倒
産
法
制
は
抜
本
的
な
改
正
に
向
け
て
動
き

91
出
し
た
（

）。
一
九
七
七
年
に
、
倒
産
法
改
正
検
討
委
員
会
（
Review
Com
m
ittee
on
Insolvency
Law
and
Practice）
が
、
ケ
ネ
ス
・

92

コ
ー
ク
（
Sir
K
enneth
Cork）
を
委
員
長
と
し
て
設
置
さ
れ
、
同
委
員
会
は
一
九
八
二
年
に
最
終
報
告
書
（
Insolvency
Law
and

Practice:Reportofthe
Review
Com
m
ittee,Cm
nd.8558:い
わ
ゆ
る
「
コ
ー
ク
・
レ
ポ
ー
ト
」）
を
発
表
し
た
。
同
報
告
書
の
勧
告
（

）
93

に
基
づ
い
て
、
一
九
八
六
年
倒
産
法
（
Insolvency
A
ct1986,c.45）
及
び
一
九
八
六
年
倒
産
規
則
（
Insolvency
Rules
1986,no.

1925）
が
成
立
し
た
。
一
九
八
六
年
倒
産
法
は
、
個
人
の
倒
産
処
理
手
続
と
し
て
、
個
人
任
意
整
理
（
individualvoluntary

arrangem
ents）
と
、
破
産
（
bankruptcy）
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
会
社
の
倒
産
処
理
手
続
と
し
て
、
会
社
任
意
整
理
（
com
-

pany
voluntary
arrangem
ents）、
会
社
管
理
（
adm
inistration）、
管
理
レ
シ
ー
バ
ー
シ
ッ
プ
（
adm
inistrative
receivership）、

裁
判
所
に
よ
る
強
制
清
算
、
任
意
清
算
を
定
め
、
裁
判
所
の
監
督
に
よ
る
清
算
を
廃
止
し
た
。

一
九
八
六
年
倒
産
法
は
今
日
に
至
る
ま
で
、
二
〇
〇
二
年
企
業
法
（
Enterprise
A
ct2002,c.40）
な
ど
に
よ
っ
て
数
次
の
修
正

を
経
て
い
る
が
、
以
下
で
は
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
現
行
の
最
新
の
規
定
を
紹
介
す
る
（

）（
引
用
す
る
条
文
も
、
特
に
断
り
の
な
い
限

94

り
現
行
法
と
す
る
）。
な
お
、
個
人
任
意
整
理
及
び
会
社
任
意
整
理
は
、
債
務
者
と
債
権
者
の
合
意
に
よ
る
手
続
で
あ
り
、
債
務
者
の

財
産
管
理
を
行
う
機
関
を
平
時
の
役
員
と
は
別
に
設
け
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
紹
介
の
対
象
と
は
し
な
い
。
ま
た
、
二
〇
〇
二
年
企

業
法
に
よ
る
改
正
（
同
法
二
五
〇
条
）
に
よ
っ
て
、
管
理
レ
シ
ー
バ
ー
の
選
任
が
、
二
〇
〇
三
年
九
月
一
五
日
以
前
に
会
社
財
産
の

全
て
ま
た
は
大
半
に
対
す
る
浮
動
担
保
を
有
し
て
い
た
債
権
者
を
除
い
て
禁
止
さ
れ
（
七
二
Ａ
条
⑴
⑷
）、
管
理
レ
シ
ー
バ
ー
シ
ッ
プ
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は
消
滅
す
る
運
命
に
あ
る
た
め
、
こ
れ
も
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
。

(
)
破

産

2破
産
手
続
開
始
後
、
破
産
者
の
財
産
は
国
務
大
臣
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
る
（
三
九
九
条
）
管
財
官
が
、
レ
シ
ー
バ
ー
兼
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
保
全
す
る
（
二
八
七
条
）。
管
財
官
は
、
管
財
人
選
任
の
た
め
の
債
権
者
集
会
を
招
集
す
る
か
否
か
を
、
破
産
命
令
か

ら
一
二
週
間
以
内
に
決
す
る
（
二
九
三
条
⑴
）。
招
集
の
決
定
が
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
や
、
債
権
者
集
会
で
選
任
決
議
が
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
は
、
国
務
大
臣
の
介
入
に
よ
る
管
財
人
の
選
任
が
行
わ
れ
な
い
限
り
、
管
財
官
が
管
財
人
と
な
る
（
二
九
三
条
⑶
、
二
九
五

条
、
二
九
六
条
（

））。
95

管
財
人
の
就
任
後
、
破
産
者
の
総
財
産
は
直
ち
に
管
財
人
に
帰
属
し
、
管
財
人
は
破
産
者
財
産
の
管
理
処
分
権
を
有
す
る
（
三
〇

六
条
な
い
し
三
一
二
条
）。
管
財
人
の
職
務
遂
行
に
対
す
る
監
督
は
、
債
権
者
委
員
会
ま
た
は
国
務
大
臣
、
及
び
裁
判
所
に
よ
っ
て
行

わ
れ
る
。
債
権
者
委
員
会
は
、
管
財
官
が
管
財
人
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
債
権
者
集
会
の
決
議
に
よ
っ
て
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
三
〇
一
条
）。
管
財
人
の
一
定
の
行
為
（
sch.5,para
1-8
に
列
挙
さ
れ
た
権
限
の
行
使
。
例
え
ば
、
営
業
の
継
続
や
、
財
団
財
産
に
関
す

る
訴
訟
等
の
提
起
、
維
持
及
び
防
御
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
債
権
者
委
員
会
（
creditors’com
m
ittee）
ま
た
は
裁
判
所
の
許
可
（
sanc-

tion）
を
要
す
る
（
三
一
四
条
⑴
⒜
）。
債
権
者
委
員
会
の
選
任
が
さ
れ
な
い
場
合
や
、
管
財
官
が
管
財
人
で
あ
る
場
合
は
、
債
権
者

委
員
会
の
権
限
は
国
務
大
臣
が
行
使
す
る
（
三
〇
二
条
）。
ま
た
、
裁
判
所
は
、
管
財
人
に
よ
る
破
産
者
の
財
産
管
理
に
不
満
の
あ

る
債
権
者
や
破
産
者
等
の
関
係
者
か
ら
の
申
立
て
に
よ
り
、
管
財
人
に
対
し
行
為
の
是
正
や
、
そ
の
他
必
要
な
指
示
等
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
（
三
〇
三
条
⑴
）。

(
)
任
意
清
算

3株
主
に
よ
る
任
意
清
算
（
m
em
bers’voluntary
w
inding-up）
は
、
取
締
役
の
過
半
数
に
よ
る
支
払
可
能
宣
言
（
declaration
of

solvency
（

））
を
経
た
上
で
（
八
九
条
）、
株
主
総
会
で
任
意
清
算
を
決
議
し
、
清
算
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
九
一
条
⑴
）。
一

96
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方
、
債
権
者
に
よ
る
任
意
清
算
（
creditors’voluntary
w
inding-up）
は
、
前
記
の
支
払
可
能
宣
言
が
な
さ
れ
な
い
場
合
に
行
わ
れ

る
任
意
清
算
で
あ
り
（
九
〇
条
）、
株
主
総
会
に
よ
る
任
意
清
算
の
決
議
が
あ
っ
た
場
合
、
会
社
は
一
四
日
以
内
に
債
権
者
集
会
を

招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
九
八
条
（

Ａ
））、
債
権
者
は
こ
の
債
権
者
集
会
で
の
決
議
に
よ
り
、
清
算
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で

1

き
る
（
一
〇
〇
条
）。

清
算
人
は
、
会
社
の
財
産
の
管
理
処
分
を
行
い
、
債
権
者
へ
の
配
当
及
び
出
資
者
に
対
す
る
残
余
財
産
の
分
配
を
行
う
。
一
定
の

行
為
（
sch.4,para
1-3A
に
列
挙
さ
れ
た
権
限
。
例
え
ば
、
債
権
全
額
の
弁
済
や
、
債
権
者
と
の
和
解
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
株
主
に
よ

る
任
意
清
算
の
場
合
は
会
社
の
許
可
を
、
債
権
者
に
よ
る
任
意
清
算
の
場
合
は
裁
判
所
、
ま
た
は
債
権
者
集
会
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ

る
（
一
〇
一
条
）
清
算
委
員
会
（
liquidation
com
m
ittee）
の
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
る
（
一
六
五
条
⑵
）。
清
算
人
の
選
任
に
よ
り
、

取
締
役
は
会
社
財
産
に
関
す
る
権
限
を
失
う
（
九
一
条
⑵
、
一
〇
三
条
）。

(
)
強
制
清
算

4強
制
清
算
は
、
こ
れ
を
行
う
旨
の
株
主
総
会
決
議
（
一
二
二
条
⑴
⒜
）
や
、
会
社
が
支
払
不
能
の
状
況
に
あ
る
（
inability
to
pay

debt：
一
二
二
条
⑴
⒡
）
等
の
事
由
が
あ
る
場
合
に
行
わ
れ
る
。
強
制
清
算
の
申
立
権
を
有
す
る
の
は
、
会
社
、
取
締
役
、
債
権
者

ま
た
は
株
主
等
で
あ
る
（
一
二
四
条
⑴
（

））。
裁
判
所
が
清
算
開
始
命
令
（
w
inding
up
order）
を
し
た
場
合
、
原
則
と
し
て
（

）、
強
制
清

97

98

算
は
申
立
時
に
開
始
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
（
一
二
九
条
⑴
）。

強
制
清
算
が
開
始
さ
れ
る
と
、
他
に
清
算
人
が
選
任
さ
れ
な
い
限
り
、
管
財
官
が
清
算
人
を
務
め
る
（
一
三
六
条
⑵
）。
管
財
官
は
、

清
算
開
始
命
令
か
ら
一
二
週
間
以
内
に
債
権
者
集
会
及
び
出
資
者
集
会
を
招
集
し
民
間
か
ら
清
算
人
の
選
任
を
さ
せ
る
こ
と
や
（
一

三
六
条
⑷
⑸
⒜
）、
国
務
大
臣
に
民
間
か
ら
の
清
算
人
の
選
任
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
三
七
条
⑴
⑵
（

））。
99

清
算
人
は
、
会
社
の
財
産
の
保
全
、
回
収
、
及
び
債
権
者
へ
の
分
配
を
行
う
（
一
四
三
条
⑴
）。
強
制
清
算
開
始
後
、
清
算
人
ま
た

は
仮
清
算
人
は
、
会
社
の
全
て
の
財
産
を
管
理
下
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
四
四
条
⑴
）。
清
算
人
は
、
一
定
の
行
為
（
sch.
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4,para
1-5
に
列
挙
さ
れ
た
行
為
。
例
え
ば
債
権
者
と
の
和
解
）
に
つ
い
て
は
、
清
算
委
員
会
ま
た
は
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
行
う
必
要

が
あ
る
（
一
六
七
条
⑴
⒜
）。
清
算
委
員
会
は
、
管
財
官
以
外
の
清
算
人
を
監
督
す
る
機
関
と
し
て
、
債
権
者
集
会
及
び
出
資
者
集
会

に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
る
（
一
四
一
条
⑴
⑵
⑶
）。
管
財
官
が
清
算
人
の
場
合
は
、
清
算
委
員
会
の
権
限
は
国
務
大
臣
が
行
使
す
る
（
一

四
一
条
⑷
⑸
）。

(
)
会
社
管
理

5会
社
管
理
は
一
九
八
六
年
倒
産
法
に
よ
っ
て
新
た
に
導
入
さ
れ
た
、
会
社
を
対
象
と
す
る
再
建
型
手
続
で
あ
る
。
同
手
続
に
お
い

て
は
、
裁
判
所
に
よ
る
手
続
開
始
命
令
に
よ
っ
て
会
社
の
営
業
及
び
財
産
を
委
ね
ら
れ
た
管
理
人
（
adm
inistrator）
が
再
建
計
画

案
（
proposal）
を
作
成
す
る
（
sch.B1,para
49）。
再
建
計
画
案
は
、
債
権
者
集
会
に
お
い
て
出
席
債
権
者
の
債
権
額
の
過
半
数
の

賛
成
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
る
（
sch.B1,para
51,53）。
た
だ
し
、
同
手
続
は
、
再
建
計
画
に
反
対
す
る
債
権
者
を
法
的
に
拘
束
す
る

仕
組
み
が
な
い
こ
と
や
、
二
〇
〇
二
年
改
正
前
は
配
当
の
規
定
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
（

）、
自
己
完
結
的
な
再
建
手
続
で

100

は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
事
業
再
建
や
配
当
を
完
結
さ
せ
る
に
は
、
会
社
管
理
手
続
終
了
後
に
会
社
任
意
整
理
や
会
社
整
理
を
行
う
必

要
が
あ
り
、
再
建
が
奏
功
せ
ず
清
算
す
る
場
合
も
清
算
手
続
に
よ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
（

）。
101

手
続
の
開
始
、
す
な
わ
ち
管
理
人
の
選
任
は
、
①
裁
判
所
に
よ
る
選
任
（
sch.B1,para
11-13）、
②
適
格
浮
動
担
保
権
者
（
quali-

fied
floating
charge
holder
（

））
に
よ
る
選
任
（
sch.B1,para
14-21）、
及
び
③
会
社
ま
た
は
取
締
役
に
よ
る
選
任
（
sch.B1,para
22-

102

27）、
の
三
種
類
の
方
式
が
あ
り
、
申
立
権
者
や
、
手
続
開
始
要
件
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。
後
二
者
に
お
い
て
は
、
申
立
人

が
管
理
人
の
候
補
者
を
指
定
す
る
（
sch.B1,para
15,26）。

会
社
管
理
に
お
い
て
は
、
管
理
人
が
、
会
社
の
業
務
、
営
業
及
び
財
産
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
必
要
な
措
置
を
行
う
権
限
を
有
す
る

（
sch.B1,para
59
⑴
）。
管
理
人
は
会
社
の
代
理
人
（
agent）
と
し
て
（
sch.B1,para
69）、
会
社
債
権
者
全
体
の
利
益
の
た
め
に

職
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
sch.B1,para
3
⑵
（

））。
一
方
、
取
締
役
は
、
管
理
人
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
会
社
の
経
営
に
関

103
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す
る
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
ず
（
sch.B1,para
64
⑴
）、
管
理
人
は
取
締
役
の
選
解
任
権
を
有
す
る
（
sch.B1,para
61）。

債
権
者
は
、
債
権
者
集
会
決
議
に
よ
っ
て
、
債
権
者
委
員
会
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
sch.B1,para
57）。
債
権
者
委
員
会
は
、

管
理
人
の
職
務
執
行
を
補
佐
す
る
も
の
と
さ
れ
（
一
九
八
六
年
倒
産
規
則
2.52）、
管
理
人
に
対
し
情
報
提
供
を
求
め
る
権
利
を
有
す

る
（
sch.B1,para
57
⑶
）。

４

信
託
（
trust）
か
ら
信
認
関
係
（
fiduciary
relationship）
へ

(
)
清
算
人
の
地
位
を
め
ぐ
る
議
論

1清
算
人
が
行
う
債
務
者
会
社
の
財
産
管
理
に
つ
き
信
託
理
論
を
適
用
す
る
裁
判
例
に
つ
い
て
は
前
記
三
６
（

）
の
と
お
り
だ
が
、

3

そ
の
後
、
清
算
人
と
受
託
者
の
異
質
性
を
強
調
す
る
裁
判
例
も
現
れ
、
清
算
人
の
職
務
が
信
託
か
否
か
に
つ
い
て
は
一
九
八
六
年
倒

産
法
制
定
に
至
る
ま
で
議
論
が
続
い
て
い
た
。

清
算
人
と
受
託
者
の
異
質
性
を
指
摘
す
る
代
表
的
な
裁
判
例
と
し
て
、
K
now
les
v.Scott事
件
に
お
け
る
一
八
九
一
年
の
大
法

官
裁
判
所
上
訴
部
（
Chancery
D
ivision）
判
決
が
あ
る
（

）。
こ
の
事
案
は
、
一
八
六
二
年
会
社
法
に
よ
る
任
意
清
算
が
行
わ
れ
た
会

104

社
の
株
主
が
、
清
算
人
に
よ
る
残
余
財
産
分
配
が
一
部
遅
延
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
損
害
を
被
っ
た
と
し
て
、
清
算
人
に
損
害
賠
償
を

請
求
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
清
算
人
は
、
自
ら
は
受
託
者
で
は
な
く
代
理
人
に
す
ぎ
ず
、
本
人
に
対
し
、
故
意
や

悪
意
が
な
く
過
失
や
不
作
為
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
は
責
任
を
負
わ
な
い
旨
を
主
張
し
た
。
裁
判
所
は
清
算
人
の
主
張
を
採
用
し
て
請

求
棄
却
の
判
断
を
維
持
し
た
が
、
判
決
理
由
中
で
Rom
er裁
判
官
は
、
清
算
人
の
地
位
に
つ
い
て
、
要
旨
以
下
の
と
お
り
述
べ
て

い
る
。あ

る
意
味
及
び
特
定
の
目
的
に
お
い
て
、
清
算
人
を
受
託
者
と
述
べ
る
こ
と
は
不
当
と
は
い
え
な
い
が
、
清
算
人
は
厳
密
な
意
味
で
の
受

イギリス倒産法における管財機関の生成と信託理論

529



託
者
で
は
な
い
。
先
行
裁
判
例
が
、
会
社
財
産
は
総
債
権
者
の
利
益
の
た
め
の
信
託
財
産
と
な
る
旨
を
述
べ
る
の
は
一
般
的
な
意
味
に
お
い

て
で
あ
り
、
清
算
人
が
個
々
の
債
権
者
や
株
主
に
対
し
受
託
者
で
あ
る
旨
を
述
べ
た
の
で
は
な
い
。
清
算
人
は
、
会
社
の
代
理
人
と
し
て
、

会
社
の
資
産
を
債
権
者
に
ま
ず
分
配
し
、
残
余
を
株
主
に
分
配
す
る
制
定
法
上
の
義
務
を
負
担
し
て
い
る
の
で
あ
る
（

）。
105

ま
た
、
後
の
Pulsford
v.D
evenish
事
件
（

）に
お
け
る
一
九
〇
三
年
の
大
法
官
府
裁
判
所
判
決
は
、
前
記
事
件
と
同
様
に
一
八

106

六
二
年
会
社
法
に
よ
る
任
意
清
算
の
清
算
人
の
地
位
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
あ
る
が
、
Farw
ell裁
判
官
は
K
now
les
v.Scott

事
件
の
判
決
を
引
用
し
た
上
で
、
清
算
人
の
義
務
は
、
集
合
（
ク
ラ
ス
）
と
し
て
の
債
権
者
ら
に
対
し
て
負
う
制
定
法
上
の
義
務
で

あ
り
、
エ
ク
ィ
テ
ィ
や
信
託
理
論
に
よ
ら
な
く
と
も
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
訴
訟
に
お
い
て
追
及
可
能
で
あ
る
と
し
た
（

）。
107

こ
れ
ら
に
対
し
、
清
算
人
の
職
務
に
つ
い
て
、
信
託
概
念
を
用
い
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
裁
判
例
も
比
較
的
最
近
ま
で
見
ら
れ
た
。

A
yerst(Inspector
ofT
axes)
v.C
&
K
(Construction)
Ltd.事
件
に
お
け
る
一
九
七
六
年
の
貴
族
院
上
訴
部
門
（
H
ouse
of

Lords
Chancery
D
ivision
（

））
判
決
は
、
清
算
中
の
会
社
は
受
益
的
権
利
（
beneficialow
nership）
を
失
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

108

会
社
自
体
は
出
資
者
と
は
異
な
り
残
余
財
産
に
対
す
る
権
利
を
一
切
有
さ
ず
、
清
算
が
終
了
す
る
と
解
散
す
る
こ
と
、
及
び
、
清
算

中
の
会
社
の
財
産
の
管
理
処
分
権
は
、
法
的
枠
組
み
の
下
で
会
社
財
産
の
分
配
や
配
当
を
受
け
る
権
利
の
あ
る
者
の
利
益
の
た
め
に

清
算
人
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
制
定
法
上
の
信
託
」（
statutory
trust）
に
属
す
る
と
述
べ
て
い
る
（

）。
た
だ
し
同
裁

109

判
例
に
よ
れ
ば
、「
制
定
法
上
の
信
託
」
は
（

）、
通
常
の
信
託
を
特
徴
づ
け
る
す
べ
て
の
指
標
を
有
し
な
い
と
さ
れ
て
お
り
（

）、
前
記
裁

110

111

判
例
が
指
摘
す
る
よ
う
な
、
清
算
人
の
職
務
と
信
託
の
違
い
を
否
定
す
る
趣
旨
の
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
裁
判
例
の
事
案
は
、

清
算
人
の
権
利
義
務
を
め
ぐ
る
民
事
訴
訟
で
は
な
く
、
納
税
者
が
、
承
認
し
た
強
制
清
算
中
の
会
社
の
損
失
に
つ
き
、
自
社
の
利
益

と
の
損
益
通
算
を
主
張
し
、
課
税
処
分
の
効
力
を
争
っ
た
訴
訟
で
あ
る
点
に
お
い
て
特
殊
で
あ
る
。

(
)
受
認
者
及
び
信
認
関
係
概
念
の
成
り
立
ち

2
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前
記
三
６
（

）
で
述
べ
た
と
お
り
、
か
つ
て
は
、
固
有
の
信
託
と
は
異
な
る
が
、
信
託
の
受
託
者
（
trustee）
に
類
似
す
る
関

1

係
に
つ
い
て
も
、
信
託
（
trust）
の
概
念
に
包
摂
さ
れ
、
信
託
理
論
が
適
用
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
世
紀
後
半
こ
ろ
か
ら
は
、

信
託
（
trust）
や
受
認
者
（
trustee）
の
語
を
固
有
の
信
託
に
限
定
し
て
用
い
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
属
し
な
い
信
託
類
似
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
信
認
関
係
（
fiduciary
relationship）
や
受
認
者
（
fiduciary）
の
語
を
用
い
て
区
別
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（

）。
信
託

112

と
同
様
に
、
受
認
者
や
信
認
関
係
も
、
明
確
な
定
義
が
困
難
な
開
か
れ
た
概
念
で
あ
り
（

）、
類
型
化
が
学
説
上
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に

113

な
っ
た
の
は
二
〇
世
紀
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
（

）。
信
認
関
係
の
一
般
的
な
定
義
と
し
て
は
、「
当
事
者
の
一
方
が
他
方
に
信

114

認
（
confidence）
を
置
き
、
諸
般
の
事
情
か
ら
、
こ
の
信
認
を
エ
ク
ィ
テ
ィ
に
よ
っ
て
保
護
す
る
こ
と
が
相
当
と
考
え
ら
れ
る
関

係
」
と
す
る
説
明
が
試
み
ら
れ
て
い
る
（

）。
115

こ
の
よ
う
な
信
託
か
ら
信
認
へ
の
用
法
の
変
化
を
示
す
例
と
し
て
、
会
社
の
取
締
役
に
つ
い
て
、
か
つ
て
は
信
託
の
受
託
者
に
類

似
す
る
も
の
と
し
て
、
信
託
義
務
（
trust
duty）
と
し
て
の
自
己
取
引
禁
止
義
務
を
負
う
と
し
た
裁
判
例
が
あ
っ
た
が
（

）、
二
〇
世

116

紀
以
降
の
裁
判
例
は
、
信
認
義
務
（
fiduciary
duty）
に
基
づ
く
も
の
と
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（

）。
ま
た
、
破
産
に
関
す
る
裁
判

117

例
と
し
て
、
In
re
Balm
er事
件
に
お
け
る
一
九
三
七
年
の
大
法
官
府
裁
判
所
判
決
は
（

）、
一
九
一
四
年
破
産
法
（
4
&
5
Geo.5,c.

118

59）
に
お
け
る
債
権
者
委
員
が
、
破
産
者
の
財
産
及
び
利
害
関
係
人
に
対
す
る
関
係
で
受
認
者
と
し
て
の
地
位
（
fiduciary
posi-

tion）
に
あ
る
旨
を
判
示
す
る
が
、
管
財
人
も
同
様
に
受
認
者
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
表
現
ぶ
り
と
な
っ
て
い
る
。

(
)
信
認
義
務
に
よ
る
統
一
的
理
解

3従
前
か
ら
（
例
え
ば
、
一
八
六
二
年
会
社
法
一
六
五
条
に
つ
い
て
、
前
記
三
６
（

）
参
照
）、
清
算
手
続
中
の
会
社
に
お
い
て
は
、

3

清
算
人
、
株
主
ま
た
は
債
権
者
等
か
ら
の
申
立
て
に
よ
り
、
裁
判
所
が
取
締
役
や
清
算
人
等
の
行
為
を
調
査
し
、
そ
れ
ら
の
者
が
職

権
濫
用
等
に
よ
り
会
社
に
損
害
を
与
え
た
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
、
裁
判
所
は
、
金
銭
の
支
払
や
、
会
社
へ
の
出
資
を
命
ず
る
こ
と

が
で
き
る
旨
の
規
定
が
あ
る
。
一
九
八
六
年
倒
産
法
以
前
は
、
右
責
任
を
生
じ
さ
せ
る
原
因
の
一
つ
に
、「
信
託
違
反
（
breach
of
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trust）」
が
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
八
六
年
倒
産
法
は
、
同
趣
旨
の
規
定
に
お
い
て
、「
信
認
義
務
等
の
義
務
違
反
（
breach
of

fiduciary
or
other
duty）」
の
文
言
に
改
め
た
（
同
法
二
一
二
条
⑶
⒝
）。
こ
れ
に
よ
り
、
清
算
人
は
信
託
の
受
託
者
と
は
異
な
る
が
、

そ
れ
に
類
似
す
る
受
認
者
た
る
地
位
に
あ
る
こ
と
が
明
文
で
確
認
さ
れ
た
（

）。
119

会
社
管
理
に
お
け
る
管
理
人
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
は
一
九
八
六
年
倒
産
法
二
一
二
条
の
適
用
対
象
と
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇

二
年
企
業
法
に
よ
っ
て
別
に
規
定
が
設
け
ら
れ
、
会
社
が
清
算
手
続
中
で
は
な
く
会
社
管
理
手
続
中
で
あ
っ
て
も
、
現
在
及
び
過
去

の
管
理
人
に
対
し
申
し
立
て
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
（
para
75）。
そ
こ
に
列
挙
さ
れ
た
責
任
原
因
の
一
つ
に
、
同
様
に
信
認
義

務
等
の
義
務
違
反
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
para
75
⑶
⒞
）。

ま
た
、
一
九
八
六
年
倒
産
法
は
、
破
産
に
つ
い
て
も
、
前
記
二
一
二
条
と
お
お
む
ね
同
様
の
簡
易
な
責
任
追
及
手
続
を
三
〇
四
条

に
規
定
し
、
破
産
者
の
財
産
が
、
管
財
人
の
職
務
遂
行
に
お
け
る
職
権
濫
用
や
信
認
義
務
等
の
義
務
違
反
に
よ
っ
て
損
失
を
被
っ
た

場
合
は
、
裁
判
所
は
管
財
人
に
金
銭
の
支
払
等
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
三
〇
四
条
⑴
⒜
）。

以
上
の
と
お
り
、
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
倒
産
処
理
手
続
の
管
財
機
関
は
、
制
定
法
の
規
定
に
よ
り
、
い
ず
れ
も
、
債
務

者
の
財
産
に
つ
き
信
託
の
受
託
者
に
類
似
す
る
信
認
義
務
を
負
う
受
認
者
と
さ
れ
て
い
る
。

(
)
小

括

4一
九
世
紀
後
半
以
降
は
、
trustの
語
が
固
有
の
信
託
に
限
定
さ
れ
、
信
託
類
似
の
関
係
に
つ
い
て
は
信
認
関
係
（
fiduciary
re-

lationship）
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
八
六
年
倒
産
法
は
、
個
人
と
会
社
の
倒
産
手
続
を
同
一
法
典
に
統
一
す
る
と
と

も
に
、
同
法
が
規
定
す
る
倒
産
手
続
の
管
財
機
関
は
い
ず
れ
も
「
信
認
義
務
」（
fiduciary
duty）
を
負
う
旨
が
規
定
さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
現
行
イ
ギ
リ
ス
倒
産
法
が
定
め
る
倒
産
手
続
は
、
手
続
の
目
的
（
清
算
型
で
あ
る
個
人
の
破
産
及
び
会
社
の
清
算
と
、
再
建

型
で
あ
る
会
社
管
理
）、
債
務
者
財
産
の
帰
属
形
式
（
対
象
財
産
が
債
務
者
か
ら
管
財
人
に
移
転
し
て
帰
属
す
る
破
産
と
、
債
務
者
で
あ
る

会
社
に
終
始
帰
属
し
、
こ
れ
を
清
算
人
が
代
理
人
と
し
て
管
理
処
分
す
る
清
算
や
会
社
管
理
）、
公
的
監
督
の
強
弱
（
管
財
官
な
ど
に
よ
る
強
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力
な
公
的
監
督
の
下
に
あ
る
破
産
や
強
制
清
算
と
、
比
較
的
関
係
者
の
自
治
に
委
ね
て
い
る
そ
の
他
の
手
続
）
等
の
多
様
な
性
質
を
有
す
る

が
、
い
ず
れ
も
、
管
財
機
関
は
受
認
者
（
fiduciary）
と
し
て
信
認
義
務
を
負
う
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
信
認
義
務
は
固
有
の
信
託
理
論
上
の
義
務
と
は
区
別
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
、
信
認
関
係
を
規
律
す
る
ル
ー
ル
は
本

質
的
に
は
信
託
と
同
様
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（

）、
管
財
機
関
の
法
的
地
位
及
び
債
務
者
財
産
の
法
的
性
質
や
、
管
財
機
関
の
職

120

務
遂
行
規
範
及
び
そ
の
違
反
に
対
す
る
救
済
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
な
お
信
託
理
論
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

五

お
わ
り
に

以
上
述
べ
た
と
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
信
託
法
と
倒
産
法
は
、
元
来
エ
ク
ィ
テ
ィ
と
し
て
発
展
し
た
こ
と
以
外
に
は
直
接
の
関
係
は

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
破
産
法
が
、
破
産
者
の
財
産
の
管
理
処
分
を
行
う
譲
受
管
財
人
を
創
設
し
た
後
は
、
大
法
官
の
裁
判
権
の
拡

大
傾
向
を
背
景
に
、
債
権
者
を
受
益
者
と
す
る
信
託
受
託
者
に
類
す
る
地
位
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
自
己
取
引
禁
止
義
務
を
中
心
と

す
る
信
託
理
論
の
適
用
対
象
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
会
社
を
対
象
と
す
る
清
算
手
続
に
お
け
る
清
算
人
に
つ
い
て
、

信
託
受
託
者
と
の
異
同
が
議
論
さ
れ
た
が
、
信
託
か
ら
固
有
の
信
託
を
除
い
た
信
託
類
似
の
関
係
は
信
認
関
係
と
し
て
概
念
上
切
り

分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
行
法
で
あ
る
一
九
八
六
年
イ
ギ
リ
ス
倒
産
法
は
、
管
財
機
関
を
受
認
者
と
し
て
統
一
的
に
理
解
す
る

に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
倒
産
法
に
お
い
て
は
、
管
財
機
関
の
法
的
地
位
及
び
債
務
者
財
産
の
法
的
性
質
や
、
管
財
機

関
の
職
務
遂
行
規
範
に
関
し
て
、
信
託
理
論
か
ら
派
生
し
た
信
認
関
係
理
論
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
わ
が
国
の
倒
産
法
の
解
釈
論

と
し
て
、
こ
れ
ら
の
場
面
で
同
様
の
説
明
が
可
能
か
否
か
に
つ
い
て
、
最
後
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

①

管
財
機
関
の
法
的
地
位
及
び
債
務
者
財
産
の
法
的
性
質

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
破
産
手
続
開
始
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
破
産
者
、
破
産
管
財
人
及
び
債
権
者
間
の
法
律
関
係
を
合
理
的
に
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説
明
す
る
た
め
、
破
産
管
財
人
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
、
破
産
財
団
の
法
的
性
質
と
併
せ
て
古
く
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
る
（

）。
現
在
で

121

は
、
破
産
財
団
の
管
理
機
構
で
あ
る
破
産
管
財
人
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
選
任
さ
れ
る
私
人
と
は
独
立
し
て
法
人
格
が
付
与
さ
れ
て
い

る
と
す
る
管
理
機
構
人
格
説
が
多
数
説
と
見
ら
れ
る
（

）。
こ
れ
に
対
し
、
破
産
者
を
委
託
者
、
破
産
債
権
者
を
受
益
者
、
破
産
管
財
人

122

を
受
託
者
と
す
る
信
託
な
い
し
信
託
類
似
の
関
係
と
す
る
受
託
者
説
が
主
張
さ
れ
て
い
る
（

）。
受
託
者
説
は
、
私
的
整
理
に
お
け
る
債

123

権
者
委
員
長
や
、
民
事
再
生
や
会
社
更
生
に
お
け
る
管
財
人
の
地
位
と
の
共
通
性
を
整
合
的
に
説
明
で
き
る
こ
と
や
（

）、
破
産
管
財
人

124

は
対
外
的
に
は
自
己
の
名
で
行
動
す
る
が
、
実
質
的
に
は
第
三
者
の
た
め
に
他
人
の
財
産
を
管
理
す
る
と
い
う
特
質
を
直
截
に
把
握

で
き
る
こ
と
（

）な
ど
を
利
点
に
挙
げ
る
。

125

こ
れ
ら
の
利
点
は
魅
力
的
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
倒
産
法
に
お
け
る
管
財
機
関
生
成
の
歴
史
的
経
緯
と
は
よ
く
符
合
す
る
も
の
の
、

わ
が
国
の
破
産
法
が
、
信
託
法
理
が
十
分
に
定
着
す
る
以
前
に
確
立
さ
れ
た
母
法
ド
イ
ツ
法
の
理
論
を
比
較
的
忠
実
に
継
受
し
、
そ

の
枠
組
み
を
な
お
維
持
し
て
い
る
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
わ
が
国
の
倒
産
法
上
の
管
財
機
関
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
管
理
機
構
人
格
説

に
よ
る
説
明
の
方
が
穏
当
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
（

）。
と
は
言
え
、
破
産
管
財
人
の
法
的
地
位
に
関
す
る
議
論
は
、
実
際
の
結
論
上

126

の
相
違
よ
り
む
し
ろ
理
論
的
説
明
に
重
き
を
置
い
た
問
題
で
あ
り
（

）、
仮
に
わ
が
国
の
倒
産
法
上
の
管
財
機
関
の
法
的
地
位
に
つ
い
て

127

受
託
者
説
を
採
ら
な
い
と
し
て
も
、
管
財
機
関
の
職
務
遂
行
規
範
に
つ
い
て
は
、
な
お
信
認
関
係
理
論
に
基
づ
い
て
説
明
を
行
う
余

地
は
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②

管
財
機
関
の
職
務
遂
行
規
範

わ
が
国
の
破
産
法
は
、
破
産
管
財
人
の
適
正
な
職
務
遂
行
を
確
保
す
る
た
め
、
破
産
管
財
人
を
裁
判
所
の
監
督
に
服
さ
せ
る
と
と

も
に
（
破
七
五
条
一
項
）、
破
産
管
財
人
の
職
務
執
行
に
関
す
る
善
管
注
意
義
務
（
同
八
五
条
一
項
）、
及
び
同
義
務
違
反
に
基
づ
く
損

害
賠
償
責
任
（
同
条
二
項
）
を
規
定
し
て
い
る
。
破
産
管
財
人
の
職
務
遂
行
上
の
注
意
義
務
に
関
し
て
は
、
最
判
平
成
一
八
年
一
二

月
二
一
日
民
集
六
〇
巻
一
〇
号
三
九
六
四
頁
（

）が
、
破
産
し
た
賃
借
人
の
破
産
管
財
人
が
破
産
宣
告
後
の
未
払
賃
料
等
に
敷
金
を
充
当

128
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し
た
こ
と
に
つ
き
、
敷
金
返
還
請
求
権
へ
の
質
権
設
定
を
受
け
て
い
た
別
除
権
者
に
対
す
る
関
係
で
そ
の
当
否
を
論
じ
た
上
で
、
破

産
管
財
人
の
別
除
権
者
に
対
す
る
担
保
価
値
維
持
義
務
違
反
を
認
定
し
た
上
で
、
当
該
別
除
権
者
か
ら
破
産
管
財
人
に
対
す
る
不
当

利
得
返
還
請
求
を
認
め
た
こ
と
が
、
実
務
界
を
中
心
に
議
論
を
呼
び
、
破
産
管
財
人
の
善
管
注
意
義
務
に
関
す
る
議
論
も
以
前
よ
り

活
発
に
な
っ
た
（

）。
破
産
管
財
人
の
善
管
注
意
義
務
の
性
質
や
内
容
に
つ
い
て
は
、
善
管
注
意
義
務
を
負
担
す
る
「
利
害
関
係
人
」
の

129

範
囲
（

）や
、
破
産
管
財
人
の
個
人
責
任
と
破
産
財
団
に
対
す
る
責
任
の
関
係
（

）、
注
意
義
務
の
水
準
な
ど
、
未
解
明
の
問
題
が
少
な
か
ら

130

131

ず
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
会
社
更
生
手
続
や
、
民
事
再
生
手
続
に
お
い
て
管
理
命
令
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
管
財
人
の
善
管
注
意

義
務
（
会
更
八
〇
条
、
民
再
八
三
条
一
項
、
六
〇
条
）
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
問
題
は
生
じ
得
る
。

既
に
論
じ
た
と
お
り
、
現
行
イ
ギ
リ
ス
倒
産
法
に
お
け
る
管
財
機
関
の
信
認
義
務
は
、
管
財
機
関
が
固
有
の
信
託
の
受
託
者
と
は

異
な
る
法
的
地
位
に
あ
る
こ
と
は
前
提
と
し
つ
つ
、
一
定
の
財
産
を
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
管
理
処
分
す
る
と
い
う
基
本
的
構
造

が
信
託
の
受
託
者
に
類
似
す
る
こ
と
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
り
、
債
務
者
財
産
の
帰
属
形
態
に
関
す
る
法
律
構
成
に
か
か
わ
ら
ず
、

倒
産
手
続
一
般
に
お
い
て
管
財
機
関
が
受
認
者
と
し
て
信
認
義
務
を
負
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
わ
が
国

の
倒
産
手
続
に
お
け
る
管
財
機
関
に
つ
い
て
も
、
行
為
規
範
及
び
事
後
的
救
済
の
規
範
で
あ
る
善
管
注
意
義
務
を
め
ぐ
る
解
釈
論
の

指
針
を
信
認
関
係
に
求
め
る
こ
と
は
、
可
能
か
つ
有
益
と
考
え
ら
れ
る
（

）。
132

も
と
よ
り
、
信
認
義
務
は
信
託
を
原
型
と
し
つ
つ
も
、
か
つ
て
の
trustの
語
と
同
様
に
、
現
代
で
は
多
様
な
関
係
を
包
含
す
る

概
念
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
倒
産
手
続
の
管
財
機
関
が
職
務
上
負
う
義
務
の
内
容
を
具
体
化
す
る
に
は
、
固
有
の
信
託
受
託
者
が
負

う
義
務
と
の
異
同
も
意
識
し
つ
つ
、
イ
ギ
リ
ス
や
米
国
の
倒
産
法
に
お
け
る
裁
判
例
の
具
体
的
な
分
析
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
歴
史
的
経
緯
を
踏
ま
え
、
今
後
さ
ら
に
研
究
を
深
め
て
ゆ
き
た
い
。

（

）
一
九
八
六
年
倒
産
法
以
外
に
倒
産
手
続
を
定
め
る
制
定
法
と
し
て
、
個
人
を
対
象
と
す
る
も
の
と
し
て
は
、
一
九
一
四
年
債
務
整
理

1
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証
書
法
（
D
eedsofA
rrangem
entA
ct1914,4
&
5
Geo.5,c.47）
に
お
け
る
債
務
整
理
証
書
（
D
eed
ofA
rrangem
ent）、
及
び
、

一
九
八
四
年
県
裁
判
所
法
第
六
編
（
County
CourtsA
ct1984,c.28,part6）
に
お
け
る
管
理
命
令
（
A
dm
inistration
O
rder：
一

一
二
条
以
下
）
が
あ
る
。
ま
た
、
会
社
を
対
象
と
す
る
も
の
と
し
て
は
、
二
〇
〇
六
年
会
社
法
第
二
六
編
（
Com
panies
A
ct
2006,

part26）
に
お
け
る
会
社
整
理
計
画
（
schem
e
ofarrangem
ent）
が
あ
る
。

（

）
海
原
文
雄
『
英
米
信
託
法
概
論
』
一
頁
（
有
信
堂
高
文
社
、
一
九
九
八
年
）。
わ
が
国
の
信
託
法
二
条
一
項
は
、「
信
託
法
三
条
各
号

2に
掲
げ
る
方
法
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
、
特
定
の
者
が
一
定
の
目
的
（
専
ら
そ
の
者
の
利
益
を
図
る
目
的
を
除
く
。
同
条
に
お
い
て
同
じ
。）

に
従
い
財
産
の
管
理
又
は
処
分
及
び
そ
の
他
の
当
該
目
的
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
行
為
を
す
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と
を
い
う
」
と
定
義

す
る
。

（

）
English
v.D
edham
V
ale
PropertiesLtd.[1978]1
W
.L.R.93
at110
は
、
信
認
関
係
に
つ
い
て
、
明
確
に
定
ま
っ
た
種
類
に

3限
定
さ
れ
た
閉
じ
た
概
念
で
は
な
く
、「
エ
ク
ィ
テ
ィ
上
の
救
済
が
与
え
ら
れ
る
た
め
の
定
式
（
form
ula）
に
過
ぎ
な
い
」
と
す
る
。

（

）
Goff&
Jones,T
he
Law
ofRestitution
(3rd
ed.)632
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
所
は
、
信
認
関
係
の
一
般
的
定
義
を
賢
明
に
も
試

4み
て
こ
な
か
っ
た
と
指
摘
す
る
。
信
認
関
係
概
念
の
開
か
れ
た
性
質
に
つ
い
て
、
植
田
淳
『
英
米
法
に
お
け
る
信
認
関
係
の
法
理
』
一
一

頁
（
晃
洋
書
房
、
一
九
九
七
年
）。

（

）
田
中
英
夫
『
英
米
法
辞
典
』
三
四
六
頁
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
）、
P.D
.Finn,Fiduciary
O
bligations
12
(1978).

5
（

）
M
osser
v.D
arrow
,341
U
.S.267
(1951).

6
（

）
島
田
真
琴
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
信
託
制
度
の
機
能
と
活
用
」
慶
應
法
学
七
号
二
二
九
頁
（
二
〇
〇
七
年
）
は
、
信
託
制
度
の
利
用

7場
面
と
し
て
、
家
族
、
親
族
、
友
人
な
ど
私
的
な
関
係
に
あ
る
者
の
た
め
に
財
産
を
移
転
・
管
理
す
る
目
的
で
利
用
す
る
家
事
信
託
に
加

え
、
労
使
間
に
お
い
て
、
雇
用
者
が
労
働
者
に
賞
与
そ
の
他
一
定
の
便
益
を
供
与
す
る
目
的
で
利
用
す
る
労
働
者
給
付
信
託
、
投
資
そ
の

他
商
業
上
の
資
産
管
理
目
的
で
利
用
す
る
商
事
信
託
、
及
び
公
益
そ
の
他
の
特
定
の
目
的
の
実
現
の
た
め
に
利
用
す
る
目
的
信
託
の
四
つ

に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

（

）
現
代
の
米
国
信
託
法
は
、
倒
産
処
理
手
続
に
お
け
る
財
産
管
理
の
枠
組
み
は
信
託
と
異
な
る
旨
を
明
言
し
て
い
る
（
第
三
次
信
託
法

8リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
（
Restatem
ent(T
hird)ofT
rusts;PrudentInvestor
Rule
(1992)）
五
条
⒟
）。

（

）
高
田
賢
治
「
イ
ギ
リ
ス
破
産
法
に
お
け
る
管
財
人
（
trustee）
の
成
立
過
程
（
一
）」
法
雑
四
四
巻
二
号
九
二
頁
（
一
九
九
八
年
）、

9
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「
同
（
二
）」
四
四
巻
三
号
七
八
頁
（
一
九
九
八
年
）。
同
「
イ
ギ
リ
ス
倒
産
法
に
お
け
る
管
財
人
制
度
（
一
）」
法
雑
五
五
巻
三
＝
四
号
一

七
六
頁
（
二
〇
〇
九
年
）、「
同
（
二
）」
五
六
巻
一
号
三
六
頁
（
二
〇
〇
九
年
）、「
同
（
三
）」
五
六
巻
三
＝
四
号
一
七
六
頁
（
二
〇
一
〇

年
）。
中
島
弘
雅
「
イ
ギ
リ
ス
の
再
建
型
企
業
管
財
手
続
（
一
）」
民
商
一
一
八
巻
四
＝
五
号
五
九
九
頁
（
一
九
九
八
年
）、「
同
（
二
）」

一
一
八
巻
六
号
七
一
三
頁
（
一
九
九
八
年
）、「
同
（
三
）」
一
一
九
巻
一
号
一
頁
（
一
九
九
八
年
）。

一
九
八
六
年
倒
産
法
を
概
観
し
た
も
の
と
し
て
、
石
黒
一
憲
ほ
か
『
国
際
金
融
倒
産
』
三
一
頁
〔
佐
藤
鉄
男
〕（
経
済
法
令
研
究
会
、

一
九
九
五
年
）、
長
谷
部
由
起
子
「
連
合
王
国
の
倒
産
処
理
制
度
」
高
木
新
二
郎
編
『
破
産
・
和
議
の
基
礎
知
識
』
五
〇
二
頁
（
青
林
書

院
、
一
九
九
六
年
）、
後
藤
雅
一
ほ
か
「
新
し
い
英
国
倒
産
法
の
概
要
（
一
）」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
四
三
一
号
一
二
頁
（
一
九
八
九
年
）、「
同
（
二
）」

四
三
二
号
三
〇
頁
（
一
九
八
九
年
）、「
同
（
三
）」
四
三
三
号
二
六
頁
（
一
九
八
九
年
）、「
同
（
四
）」
四
三
四
号
一
二
頁
（
一
九
八
九

年
）。

（

）
ユ
ー
ス
と
信
託
の
起
源
に
つ
い
て
、
海
原
・
前
掲
注
（

）
七
頁
、
島
田
・
前
掲
注
（

）
二
一
七
頁
、
砂
田
卓
士
＝
新
井
正
男

10

2

7

『
英
米
法
原
理
』
二
八
一
頁
（
補
訂
版
、
青
林
書
院
、
一
九
九
二
年
）。

（

）
樋
口
陽
一
『
フ
ィ
デ
ュ
シ
ア
リ
ー
の
時
代
』
四
〇
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
九
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
よ
く
挙
げ
ら
れ
る
封
建
的
負
担

11（
feudalincidents）
と
し
て
は
、
relief（
相
続
料
）、
w
ardship（
後
見
料
）、
m
arriage（
結
婚
相
手
の
仲
介
料
）、
escheat（
相
続

人
の
不
存
在
や
、
領
民
が
重
罪
を
犯
し
た
場
合
に
、
領
主
が
不
動
産
を
没
収
す
る
権
利
）
な
ど
が
存
在
し
た
と
す
る
。

（

）
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
（
在
位
一
二
七
二
│
一
三
〇
七
年
）
の
治
世
に
、
王
座
裁
判
所
（
CourtofK
ing’s
Bench）、
財
務
府
裁
判
所

12（
CourtofExchequer、
民
訴
裁
判
所
（
CourtofCom
m
on
Pleas）
に
分
か
れ
て
発
展
し
た
。

（

）
倒
産
法
の
起
源
に
つ
い
て
、
W
illiam
H
oldsw
orth,A
H
istory
ofEnglish
Law
,vol.8,232-236
(2nd
ed.1937).

13
（

）
Charles
Jordan
T
abb,T
he
H
istoricalEvolution
ofthe
Bankruptcy.D
ischarge,65
A
m
Bankr
L
J
328
(1991).

14
（

）
高
田
・
前
掲
注
(９
)成
立
過
程
（
一
）
一
〇
四
頁
注
29
は
、
一
五
四
二
年
倒
産
法
一
条
の
法
文
か
ら
こ
の
よ
う
な
目
的
が
読
み
取
れ

15る
と
す
る
。

（

）
H
oldsw
orth,supra
note
13
at227.

16
（

）
W
.J.Jones,T
he
FoundationsofEnglish
Bankruptcy,69
T
ransactionsofthe
A
m
erican
PhilosophicalSociety,Part

17IIIat15
(1979);高
田
・
前
掲
注
(９
)成
立
過
程
（
一
）
一
〇
二
頁
。
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（

）
T
he
FraudulentConveyances
A
ct1571;13
Eliz.1,c.5.

18
（

）
同
法
一
条
は
、
破
産
原
因
と
な
る
行
為
に
つ
い
て
、
債
務
者
の
国
外
退
去
、
不
在
、
債
務
に
つ
い
て
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
、
債
権
者
を

19欺
く
意
図
で
住
居
か
ら
退
去
し
た
こ
と
等
を
規
定
し
て
い
た
。

（

）
高
田
・
前
掲
注
(９
)成
立
過
程
（
一
）
一
〇
六
頁
。
人
選
は
、
債
権
者
が
提
出
し
た
候
補
者
名
簿
に
よ
っ
て
い
た
が
、
一
六
二
〇
年

20こ
ろ
以
前
は
、
必
ず
し
も
法
的
知
識
を
持
つ
者
が
選
任
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
Jones,supra
note
17,at25）。

（

）
管
財
権
限
の
行
使
に
お
い
て
は
、
破
産
監
督
委
員
は
、
債
権
者
の
中
か
ら
財
産
の
評
価
、
売
却
や
配
当
な
ど
の
管
財
事
務
を
補
助
す

21る
者
を
「
会
計
係
」
や
「
監
督
員
」
と
し
て
選
任
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
債
権
者
の
協
力
を
得
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
H
oldsw
orth,

supra
note
13
at238、
高
田
・
前
掲
注
(９
)成
立
過
程
（
一
）
一
一
一
頁
。

（

）
1
Jas.1,c.15
(1604).

22
（

）
21
Jas.1,c.19
(1623).

23
（

）
た
だ
し
、
細
部
に
お
い
て
は
権
限
の
強
化
・
拡
大
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
破
産
監
督
委
員
が
、
破
産
者
の
財
産
に
関
す
る
質
問
に

24回
答
し
な
い
破
産
者
等
を
拘
禁
す
る
権
限
（
一
六
〇
四
年
破
産
法
四
条
）
や
、
破
産
者
の
住
居
に
立
入
り
動
産
と
土
地
を
売
却
す
る
権
限

（
一
六
二
三
年
破
産
法
七
条
）
な
ど
。
詳
細
は
、
高
田
・
前
掲
注
(９
)成
立
過
程
（
一
）
二
九
二
、
二
九
三
頁
。

（

）
W
illiam
H
oldsw
orth,A
H
istory
ofEnglish
Law
,vol.1,470
(7th
ed.1956).

25
（

）
H
oldsw
orth,supra
note
13,at241.

26
（

）
一
七
〇
六
年
破
産
法
四
条
は
債
権
者
の
人
数
の
過
半
数
と
し
て
い
た
が
、
一
七
三
二
年
破
産
法
（
5
Geo.2,c.30
(1732)）
は
、
債

27権
者
の
債
権
額
の
過
半
数
と
し
た
上
で
（
三
〇
条
）、
議
決
に
参
加
で
き
る
債
権
者
を
債
権
額
一
〇
ポ
ン
ド
以
上
の
者
に
限
定
し
た
（
二

七
条
）。

（

）
4
A
nne,c.17.

28
（

）
T
abb,supra
note
14,at332;H
oldsw
orth,supra
note
25,at470;E.Jenks,A
ShortH
istory
ofEnglish
Law
,375
(3rd

29ed.1924).

（

）
破
産
者
が
自
主
的
に
す
べ
て
の
財
産
状
況
の
開
示
や
資
産
の
引
渡
し
を
行
っ
た
こ
と
等
の
免
責
要
件
の
具
備
を
破
産
監
督
委
員
が
認

30証
（
certificate
ofconform
ity）
し
、
頭
数
及
び
債
権
額
の
五
分
の
四
以
上
の
債
権
者
が
同
意
す
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
た
（
二
条
）。
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破
産
が
商
人
の
み
を
対
象
と
し
、
自
己
破
産
申
立
て
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
債
権
者
に
協
力
的
な
債
務
者
へ
の
恩
恵
と
し
て

の
性
格
が
強
い
制
度
で
あ
っ
た
T
abb,supra
note
14,at334.

（

）
Jenks,supra
note
29,at384;高
田
・
前
掲
注
(９
)成
立
過
程
（
一
）
一
一
三
頁
。

31
（

）
5
Geo.2,c.30,s.24.

32
（

）
H
oldsw
orth,supra
note
25,at470;
Ian
P.H
.D
uffy,Bankruptcy
and
Insolvency
in
London
during
the
Industrial

33Revolution,11
(1985);高
田
・
前
掲
注
(９
)成
立
過
程
（
一
）
一
一
五
頁
。

（

）
V
.M
arkham
Lester,V
ictorian
Insolvency,40
(1995)は
、
一
八
三
一
年
破
産
法
を
「
官
僚
主
義
」（
“officialism
”）
と
表
現

34す
る
。

（

）
官
選
譲
受
管
財
人
の
適
格
を
有
す
る
者
は
、
商
人
、
仲
介
人
、
会
計
士
ま
た
は
ロ
ン
ド
ン
市
も
し
く
は
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
市
に

35お
い
て
商
業
に
従
事
し
た
経
験
の
あ
る
商
人
で
あ
っ
た
（
一
八
三
一
年
破
産
法
二
二
条
）。

（

）
Lester,supra
note
34,at45;高
田
・
前
掲
注
(９
)成
立
過
程
（
二
）
四
三
一
頁
。

36
（

）
高
田
・
前
掲
注
(９
)成
立
過
程
（
二
）
四
三
三
頁
;Jenks,supra
note
29,at385.

37
（

）
Lester,supra
note
34,at103.

38
（

）
Lester,supra
note
34,at106;D
uffy,supra
note
33,at87.

39
（

）
た
だ
し
、
債
務
者
の
解
放
の
命
令
か
ら
一
年
以
内
は
、
債
権
者
は
、
詐
欺
等
の
不
当
な
方
法
で
解
放
を
得
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
異

40議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
三
条
）。
債
権
者
に
対
し
、
満
足
さ
れ
な
か
っ
た
債
務
に
つ
い
て
将
来
債
務
者
が
取
得
す
る
財
産

に
よ
る
支
払
を
命
ず
る
判
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
〇
条
）。
こ
の
ほ
か
、
譲
受
管
財
人
は
、
解
放
さ
れ
た
債
務
者
に
対
し
、
財
産

に
関
す
る
尋
問
を
裁
判
所
に
申
し
立
て
る
権
限
を
有
す
る
（
四
二
条
）。

（

）
Lester,supra
note
34,at107.

41
（

）
Lester,supra
note
34,at115.

42
（

）
D
uffy,supra
note
33,at103.

43
（

）
24
&
25
V
ic.,c.134
(1842);D
uffy,supra
note
33,at104.

44
（

）
た
だ
し
、
破
産
原
因
に
つ
い
て
は
、
商
人
と
非
商
人
の
区
別
が
存
在
し
て
い
た
（
七
〇
条
な
い
し
七
二
条
）。

45
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（

）
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
破
産
法
の
邦
語
に
よ
る
研
究
と
し
て
、
宮
川
聡
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
破
産
法
研
究
序
説
（
一
）
〜
（
七
）」
摂
南

46一
八
号
│
二
四
号
（
一
九
九
七
年
│
二
〇
〇
〇
年
）。

（

）
一
八
五
六
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
破
産
法
に
お
け
る
破
産
手
続
は
、
sequestration
と
い
う
名
称
で
あ
る
。
同
法
は
破
産
者
財
産
の

47管
理
処
分
を
行
う
機
関
と
し
て
管
財
人
（
trustee）
を
、
管
財
人
の
監
督
機
関
と
し
て
破
産
監
督
委
員
（
com
m
issioner）
を
設
け
て

お
り
、
そ
れ
ら
の
選
解
任
権
限
を
有
す
る
の
は
債
権
者
集
会
で
あ
る
（
六
八
条
、
七
四
条
、
七
五
条
、
七
六
条
）。

（

）

Lester,supra
note
34,at149;高
田
・
前
掲
注
(９
)成
立
過
程
（
二
）
九
〇
頁
。

48
（

）
会
社
（
com
pany）
を
破
産
法
の
適
用
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
る
こ
と
（
五
条
）
は
従
前
ど
お
り
で
あ
る
。
一
八
六
九
年
破
産
法

49は
、
多
数
債
権
者
の
受
諾
に
よ
り
通
常
の
破
産
手
続
に
よ
ら
な
い
清
算
方
法
と
し
て
、
整
理
計
画
に
よ
る
清
算
（
liquidation
by

arrangem
ent）（
一
二
五
条
⑴
）
と
債
務
免
除
（
com
position
w
ith
creditors）（
一
二
六
条
）
を
規
定
し
て
い
た
（
破
産
宣
告
後
も

管
財
人
は
こ
れ
ら
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
（
二
八
条
）。）。

（

）
破
産
宣
告
前
に
、
債
権
者
の
受
諾
に
よ
っ
て
成
立
す
る
通
常
の
破
産
手
続
に
よ
ら
な
い
清
算
と
し
て
整
理
計
画
に
よ
る
清
算
が
決
議

50さ
れ
た
場
合
も
、
管
財
人
(trustee)が
選
任
さ
れ
（
一
二
五
条
⑴
）、
財
産
の
管
理
処
分
や
債
権
者
へ
の
配
当
に
つ
い
て
、
破
産
手
続
と

同
様
の
権
限
を
有
す
る
（
同
条
⑺
）。

（

）
裁
判
所
は
債
権
者
集
会
を
招
集
す
る
。
同
集
会
に
お
い
て
は
破
産
登
録
官
（
registrar）
が
議
長
を
務
め
（
一
六
条
⑴
）、
管
財
人

51が
選
任
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
破
産
登
録
官
が
管
財
人
の
職
務
を
行
う
（
一
七
条
）。
管
財
人
が
欠
け
、
新
た
に
選
任
す
る
ま
で
に
つ
い

て
も
、
同
様
に
破
産
登
録
官
が
管
財
人
の
職
務
を
行
う
（
八
三
条
⑶
）。

（

）
一
八
五
六
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
破
産
法
に
お
け
る
破
産
会
計
官
（
accountantin
bankruptcy）
に
相
当
す
る
（
H
enry
Philip

52Roche
&
W
illiam
H
azlitt,T
he
Bankruptcy
act,1869,the
D
ebtors
act,1869;the
Insolvent
debtors
and
bankruptcy

repealact,1869,48
(1870)）。

（

）
破
産
監
査
官
は
、
大
法
官
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
る
（
五
五
条
）。
管
財
人
は
、
監
査
委
員
の
会
計
監
査
を
受
け
た
会
計
報
告
を
、
破

53産
監
査
官
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
五
五
条
）。
ま
た
、
管
財
人
は
最
低
年
一
度
、
破
産
手
続
の
状
況
に
関
す
る
報
告
を
、
破
産

監
査
官
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
五
六
条
）。
破
産
監
査
官
は
こ
れ
ら
を
精
査
し
、
管
財
人
に
不
適
切
な
点
を
説
明
さ
せ
、
損
失

の
補
て
ん
を
命
ず
る
権
限
を
有
す
る
（
五
七
条
）。
ま
た
、
破
産
監
査
官
は
、
管
財
人
に
対
し
破
産
手
続
に
つ
い
て
自
ら
質
問
し
、
ま
た
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は
裁
判
所
で
の
尋
問
、
も
し
く
は
捜
査
機
関
に
よ
る
調
査
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
五
八
条
）。

（

）
O
.W
.Farrer,Contributions,T
heirRightsand
Liabilitiesunderthe
W
inding-up
A
cts,1848
&
1849,6
(1850);中
島
・

54前
掲
注
(９
)（
一
）
五
八
七
頁
。

（

）
O
.W
.Farrer,supra
note
54,at6;中
島
・
前
掲
注
(９
)（
一
）
五
八
七
頁
、
高
田
・
前
掲
注
(９
)成
立
過
程
（
二
）
三
八
頁
。

55
（

）
同
法
は
破
産
手
続
と
の
調
整
に
関
す
る
規
定
を
置
い
て
い
た
が
、
必
ず
し
も
明
確
に
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
混
乱
も
生
じ
て
い
た
よ

56う
で
あ
る
（
高
田
・
前
掲
注
(９
)管
財
人
制
度
（
二
）
四
〇
頁
）。

（

）
会
社
の
清
算
時
に
お
い
て
財
産
を
拠
出
す
べ
き
会
社
の
現
在
ま
た
は
過
去
の
構
成
員
を
意
味
す
る
（
田
中
・
前
掲
注
(５
)一
九
六

57頁
）。

（

）
錫
鉱
裁
判
所
の
管
轄
に
服
す
る
鉱
業
に
従
事
す
る
会
社
は
錫
鉱
裁
判
所
(the
Courtofthe
V
icew
arden
ofthe
Stannaries)、

58上
記
鉱
業
に
従
事
し
て
い
な
い
有
限
責
任
会
社
（
lim
ited
com
pany）
は
破
産
裁
判
所
、
そ
れ
以
外
の
会
社
は
大
法
官
裁
判
所
（
H
igh

CourtofChancery）
が
管
轄
す
る
（
六
〇
条
）。

（

）
錫
鉱
裁
判
所
や
大
法
官
裁
判
所
が
管
轄
す
る
事
件
で
は
、
裁
判
所
が
選
任
す
る
官
選
清
算
人
（
officialliquidator）
で
あ
る
（
八

59八
条
）。
ま
た
、
破
産
裁
判
所
が
管
轄
す
る
事
件
で
は
、
官
選
譲
受
管
財
人
（
officialassignee）
が
官
選
清
算
人
と
な
る
が
、
債
権
者

ま
た
は
出
資
者
は
集
会
決
議
に
よ
っ
て
官
選
清
算
人
（
officialliquidator）
を
選
任
し
、
裁
判
所
選
任
の
官
選
管
財
人
と
と
も
に
職
務

を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
八
八
条
）。

（

）
な
お
、
一
八
五
八
年
会
社
法
は
、
強
制
清
算
、
任
意
清
算
、
ま
た
は
前
述
の
裁
判
所
の
監
督
の
下
で
の
任
意
清
算
の
手
続
中
に
、
清

60算
人
が
、
裁
判
所
の
許
可
と
債
権
者
へ
の
通
知
を
経
た
上
で
、
法
定
多
数
の
債
権
者
の
受
諾
に
よ
り
、
す
べ
て
の
債
権
者
と
出
資
者
に
対

し
拘
束
力
を
有
す
る
債
務
整
理
計
画
（
schem
e
ofliquidation）
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
（
同
法
一
〇
条
）。

（

）
中
島
・
前
掲
注
(９
)（
一
）
五
八
九
頁
。

61
（

）
こ
の
変
更
に
つ
い
て
、
高
田
・
前
掲
注
(９
)管
財
人
制
度
（
二
）
四
七
頁
は
、「
出
資
者
自
治
型
の
任
意
清
算
開
始
後
に
、
任
意
清

62算
の
迅
速
さ
を
利
用
す
る
た
め
に
、
裁
判
所
管
理
型
の
強
制
清
算
を
回
避
し
つ
つ
、
裁
判
所
に
よ
る
清
算
人
の
追
加
的
選
任
を
通
じ
て
、

裁
判
所
の
緩
や
か
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
及
ぼ
し
て
、
会
社
清
算
の
迅
速
化
と
適
正
化
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
制
度
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。」

と
す
る
。
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（

）
Suprem
eCourtofJudicatureA
ct1873(36&
37V
ic.,c.66)and
theSuprem
eCourtofJudicatureA
ct1875(38&
39

63V
ic.,c.77).

（

）
F.W
.M
aitland
(revised
by
J.Brunyate),Equity
(2nd
ed.),12,13.

64
（

）
Lord
T
hurlow
in
Garside
v.Isherw
ood
(1788)1
Bro.C.C.558,560,referring
to
Film
erv.Gott(1774)4
Bro.P.C.230.

65
（

）
L.S.Sealy,Fiduciary
Relationships,1962
Cam
bridge
L.J.69-70
(1962);植
田
・
前
掲
注
（

）
八
、
九
頁
。

66

4

（

）
Garrard
v.Lord
Lauderdale
(1830)3
Sim
.1,(1831)2
Russ.&
M
.451;W
ilding
v.Richards(1845)1
Coll.655,659,660,

67664,665
perK
nightBruce
V
C;Cornthw
aite
v.Frith
(1851)4
D
e
G
&
Sm
.552;Sm
ith
v.Cooke
[1891]A
.C.297;Sharp
v.

Jackson
[1897]2
Q
.B.19;Sm
ith
v.H
urst(1852)10
H
are
30,47,per
T
urner
V
C.

（

）
そ
の
後
、
一
八
六
一
年
破
産
法
一
八
五
条
な
い
し
一
八
七
条
は
、
破
産
手
続
係
属
中
に
、
法
定
多
数
の
債
権
者
と
破
産
者
と
の
間
で

68債
務
整
理
証
書
が
成
立
し
た
場
合
に
、
裁
判
所
の
認
可
を
経
て
、
当
該
証
書
の
執
行
と
破
産
手
続
の
終
結
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を

定
め
る
。
そ
の
後
、
一
八
八
三
年
破
産
法
の
影
響
に
よ
っ
て
増
加
し
た
私
的
整
理
を
規
制
す
る
た
め
に
一
八
八
七
年
債
務
整
理
証
書
法

（
T
he
D
eedsofA
rrangem
entA
ct1887,50
&
51
V
ic.,c.57）
が
立
法
さ
れ
、
数
次
の
改
正
を
経
て
一
九
一
四
年
債
務
整
理
証
書
法

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
同
法
の
手
続
は
近
年
で
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。

（

）
Ex
parte
Lacy,(1802)6
V
es.625,31
Eng.Rep.1228;高
田
・
前
掲
注
(９
)成
立
過
程
（
一
）
二
九
九
頁
。

69
（

）
Lacy,supra
note
69,at628-29.

70
（

）
高
田
・
前
掲
注
(９
)成
立
過
程
（
一
）
一
一
五
頁
、
H
oldsw
orth,supra
note
25,at470;D
uffy,supra
note
33,at28.

71
（

）
H
oldsw
orth,supra
not25,at470.

72
（

）
T
hom
as
Lew
in,A
practicaltreatise
on
the
law
oftrusts
and
trustees,254
(2nd
ed.),258.

73
（

）
Leadbitter,Re(1878-79)L.R.10Ch.D
.388
は
、
判
決
理
由
中
で
、
assigneeか
ら
trustee
へ
の
名
称
変
更
は
、
破
産
管
財
人

74の
実
質
的
な
権
利
義
務
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
説
示
し
て
い
る
。

（

）
Re
Pilling
Ex
p.Sm
ith,(1872-73)L.R.8
Ch.A
pp.711;Re
Condon:Ex
parte
Jam
es(1874),9
L.R.Ch.A
pp.609
at614.

75
（

）
In
re
O
rientalInland
Steam
Com
pany,(1873-74)L.R.9
Ch.A
pp.557.

76
（

）
同
事
案
に
お
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
会
社
の
清
算
手
続
の
効
力
が
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
が
間
接
的
に
統
治
し
て
い
た
イ
ン
ド
に
所
在

77
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す
る
財
産
（
当
時
は
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
イ
ン
ド
統
治
が
開
始
さ
れ
て
い
た
（
一
八
五
八
年
）
が
、
イ
ギ
リ
ス
領
イ
ン
ド
帝
国
の
建
国
（
一

八
七
七
年
）
前
で
あ
っ
た
）
に
及
ぶ
か
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
が
、
判
決
は
効
力
が
及
ぶ
こ
と
を
認
め
た
。

（

）
O
rientalInland
Steam
Com
pany,supra
note
76,at559-560.

78
（

）
高
田
・
前
掲
注
(９
)成
立
過
程
（
二
）
九
五
頁
、
高
田
・
前
掲
注
(９
)管
財
人
制
度
（
一
）
八
六
一
頁
。

79
（

）
Lester,supra
note
34,at178;高
田
・
前
掲
注
(９
)管
財
人
制
度
（
一
）
八
六
一
頁
。

80
（

）
高
田
・
前
掲
注
(９
)管
財
人
制
度
（
一
）
八
六
六
頁
、
高
田
・
前
掲
注
(９
)成
立
過
程
（
二
）
九
六
頁
。

81
（

）
破
産
宣
告
、
ま
た
は
債
務
免
除
も
し
く
は
債
務
整
理
計
画
の
提
案
の
否
決
ま
た
は
不
認
可
後
、
一
定
期
間
内
に
、
債
権
者
に
よ
る
管

82財
人
の
選
任
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
商
務
省
が
管
財
人
を
選
任
す
る
が
（
同
法
八
九
条
⑹
）、
そ
の
後
も
債
権
者
ま
た
は
監
査
委
員

会
は
管
財
人
を
選
任
し
、
商
務
省
が
選
任
し
た
管
財
人
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
条
⑺
）。
債
権
者
集
会
の
決
議
に
よ
り
、
管
財
人

の
選
任
を
監
査
委
員
会
に
委
ね
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
（
同
法
二
一
条
⑴
⑺
）。

（

）
管
財
人
の
預
金
口
座
は
、
商
務
省
に
よ
る
監
査
を
受
け
る
（
七
八
条
⑴
）。
ま
た
、
管
財
人
は
、
必
要
に
応
じ
、
最
低
で
も
年
一
回
、

83商
務
省
に
対
し
破
産
手
続
の
状
況
の
報
告
を
義
務
付
け
ら
れ
る
（
八
一
条
⑴
）。

（

）
管
財
官
は
、
債
務
者
に
つ
い
て
、
刑
事
罰
に
該
当
す
る
行
為
や
、
免
責
を
拒
絶
す
べ
き
事
情
の
有
無
等
を
調
査
す
る
権
限
や
（
六
九

84条
）、
管
財
人
が
選
任
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
債
務
者
財
産
の
管
理
や
、
第
一
回
債
権
者
集
会
の
招
集
な
ど
の
権
限
を
有
す
る
（
七
〇
条
）。

（

）
債
務
者
が
申
立
て
を
行
い
、
債
務
を
支
払
え
な
い
旨
を
自
認
し
た
場
合
は
、
破
産
原
因
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
（
八
条
⑴
）。

85
（

）
破
産
申
立
て
を
受
け
た
裁
判
所
は
、
債
務
者
に
破
産
原
因
を
認
め
た
場
合
、
管
理
命
令
を
発
令
す
る
（
同
法
五
条
）。
管
財
官
は
レ

86シ
ー
バ
ー
と
し
て
破
産
宣
告
前
の
財
産
の
管
理
を
行
う
（
同
法
九
条
⑴
）。
管
理
命
令
発
令
後
、
第
一
回
債
権
者
集
会
に
お
い
て
、
債
権

者
は
、
債
務
免
除
（
com
position）
も
し
く
は
整
理
計
画
（
schem
e
ofarrangem
ent）
の
提
案
の
承
認
、
ま
た
は
破
産
宣
告
の
適
否

を
決
議
す
る
と
と
も
に
、
債
務
者
財
産
の
管
理
処
分
方
法
の
検
討
を
行
う
（
同
法
一
五
条
⑴
）。
同
集
会
に
お
い
て
破
産
宣
告
す
べ
き
旨

が
決
議
さ
れ
た
場
合
や
、
債
務
免
除
や
債
務
整
理
計
画
の
提
案
が
否
決
さ
れ
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
破
産
宣
告
を
す
る
（
同
法
二
〇
条

⑴
）。

（

）
Ian
F.Fletcher,T
he
Law
ofInsolvency,para
1-001
(2009).

87
（

）
Com
panies
A
ct1907,7
Edw
.7,c.50,s.38;Com
panies
A
ct1929,ss.2153-155;Com
panies
A
ct1948,ss.206-208.

88
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（

）
H
.Goitein,Com
pany
Law
(2nd
ed.1949),294;L.C.B.Gow
er,T
hePrinciplesofM
odern
Com
pany
Law
(1sted.1954)

89525;中
島
・
前
掲
注
(９
)（
一
）
五
九
二
頁
。

（

）
A
.Belcher,Corporate
Rescue:A
ConceptualA
pproach
to
Insolvency
Law
(1997),107;中
島
・
前
掲
注
(９
)（
一
）
五

90九
二
頁
。

（

）
Fletcher,supra
note
87,atpara
1-029.

91
（

）
そ
れ
以
前
の
抜
本
的
な
改
正
提
案
と
し
て
は
、
一
九
五
七
年
の
ブ
ラ
グ
デ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
(Reportofthe
Blagden
Com
m
ittee)

92に
よ
る
改
正
勧
告
や
、
一
九
七
五
年
の
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
・
レ
ポ
ー
ト
(Report
by
the
British
Section
of
the
International

Com
m
ission
ofJurists
(“Justice”)on
Bankruptcy)に
よ
る
改
正
勧
告
が
あ
っ
た
。

（

）
個
人
破
産
と
会
社
清
算
の
統
一
、
管
財
官
の
権
限
と
責
任
の
強
化
、
倒
産
実
務
家
の
規
制
強
化
、
代
替
的
な
倒
産
手
続
の
導
入
が
内

93容
に
含
ま
れ
て
い
た
。
Fletcher,supra
note
87,atpara
1-033;Cm
nd
8558,Ch.6-20.

（

）
全
て
の
手
続
の
機
関
に
共
通
す
る
改
正
点
と
し
て
、
倒
産
実
務
家
資
格
制
度
（
insolvency
practitioner）
が
設
け
ら
れ
た
。
同

94制
度
に
よ
り
、
清
算
人
、
仮
清
算
人
、
会
社
管
理
手
続
に
お
け
る
管
理
人
、
管
理
レ
シ
ー
バ
ー
シ
ッ
プ
に
お
け
る
管
理
レ
シ
ー
バ
ー
、
会

社
ま
た
は
個
人
の
任
意
整
理
手
続
に
お
け
る
整
理
委
員
（
nom
inee）
及
び
監
督
委
員
（
supervisor）、
個
人
破
産
手
続
に
お
け
る
管

財
人
（
三
八
八
条
）
と
し
て
職
務
を
行
う
に
は
、
所
轄
大
臣
、
ま
た
は
所
轄
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
専
門
職
団
体
に
よ
り
倒
産
実
務
家
資

格
の
付
与
を
受
け
て
行
う
必
要
が
あ
る
（
三
九
〇
条
⑵
、
三
九
一
条
）。
詳
細
は
、
小
原
将
照
「
倒
産
専
門
家
制
度
に
つ
い
て
」
岡
商
法

一
三
号
七
八
頁
以
下
（
二
〇
〇
五
年
）、
高
田
・
前
掲
注
（

）
管
財
人
制
度
（
三
）
五
四
六
頁
、
中
島
・
前
掲
注
（

）（
一
）
六
〇
四

9

9

頁
参
照
。

（

）
例
外
的
な
場
合
と
し
て
、
債
務
者
に
よ
る
自
己
破
産
申
立
で
、
債
務
者
の
財
産
状
況
の
報
告
の
た
め
に
裁
判
所
に
選
任
さ
れ
た
倒
産

95実
務
家
が
あ
る
事
件
に
お
い
て
、
裁
判
所
が
適
任
と
考
え
る
場
合
は
、
破
産
命
令
時
に
同
実
務
家
を
管
財
人
に
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
二
九
七
条
⑷
）。
ま
た
、
破
産
者
に
つ
き
個
人
任
意
整
理
の
監
督
委
員
が
あ
る
事
件
に
お
い
て
、
裁
判
所
が
適
任
と
考
え
る
場
合
は
、
破

産
命
令
時
に
同
委
員
を
管
財
人
に
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
条
⑸
）。

（

）
会
社
が
爾
後
一
二
か
月
間
に
つ
き
、
管
理
を
含
む
会
社
の
全
債
務
の
支
払
が
可
能
で
あ
る
旨
の
宣
言
で
あ
る
（
八
九
条
⑴
）。
な
お
、

96取
締
役
が
正
当
な
根
拠
な
く
こ
の
宣
言
を
し
た
場
合
に
は
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
る
（
八
九
条
⑷
）。
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（

）
国
務
大
臣
が
公
共
の
利
益
の
見
地
か
ら
強
制
清
算
を
申
し
立
て
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
（
一
二
四
Ａ
条
）。

97
（

）
paragraph
13(1)(e)ofSchedule
B1
の
場
合
は
、
裁
判
所
の
開
始
命
令
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
る
（
一
二
九
条
（

Ａ
））。

98

1

（

）
例
外
的
な
場
合
と
し
て
、
債
務
者
に
会
社
任
意
整
理
の
監
督
委
員
が
あ
る
事
件
に
お
い
て
、
裁
判
所
が
適
任
と
考
え
る
場
合
は
、
清

99算
手
続
開
始
時
に
同
委
員
を
清
算
人
に
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
四
〇
条
⑵
）。

（

）
配
当
に
関
す
る
規
定
が
二
〇
〇
二
年
改
正
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
が
（
para
65）、
計
画
案
に
反
対
す
る
債
権
者
を
拘
束
す
る
仕
組
み

100は
な
い
こ
と
や
、
清
算
手
続
で
の
配
当
に
比
べ
る
と
手
続
に
も
明
確
性
を
欠
く
こ
と
か
ら
、
依
然
と
し
て
他
の
手
続
を
利
用
す
る
こ
と
が

多
い
と
さ
れ
る
。

（

）
Roy
Goode,Principles
ofCorporate
Insolvency
Law
,para
11-01
(4th
ed.,2011).

101
（

）
浮
動
担
保
（
floating
charge）
と
は
、
会
社
の
絶
え
ず
変
動
す
る
現
在
及
び
将
来
の
財
産
に
つ
い
て
設
定
さ
れ
る
エ
ク
ィ
テ
ィ
上

102の
担
保
で
あ
り
、
特
定
の
事
由
の
発
生
に
よ
っ
て
結
晶
化
（
crystallize）
し
た
と
き
に
、
通
常
の
固
定
担
保
と
な
り
、
権
利
行
使
が
可

能
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
中
島
・
前
掲
注
(９
)（
一
）
五
九
四
頁
）。

（

）
管
理
人
は
、
裁
判
所
の
成
員
（
officerofthe
court）
と
し
て
の
地
位
を
有
す
る
（
sch.B1,para
5）。
管
理
人
は
、
職
務
を
行
う

103に
つ
い
て
裁
判
所
の
指
示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
para
63）。

（

）
K
now
les
v.Scott[1891]1
Ch.717.

104
（

）
Id.at722-723.

105
（

）
Pulsford
v.D
evenish
[1903]2
Ch.625.

106
（

）
Id.at633.

107
（

）
A
yerst(Inspector
ofT
axes)v.C
&
K
(Construction)Ltd.,[1976]A
.C.167
(H
L).

108
（

）
Id.at177-180.

109
（

）
「
制
定
法
上
の
信
託
」
の
本
来
的
な
意
味
は
、
設
定
者
の
明
示
的
意
思
に
よ
り
設
定
さ
れ
る
明
示
信
託
の
サ
ブ
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ

110り
、
こ
れ
に
該
当
す
る
代
表
例
は
無
遺
言
相
続
人
の
遺
産
管
理
（
A
dm
inistration
ofEstates
A
ct1925）
や
、
土
地
の
合
有
（
Law

ofProperty
A
ctof1925）
な
ど
で
あ
る
。

（

）
A
yerst,supra
note
108,at178.

111

イギリス倒産法における管財機関の生成と信託理論

545



（

）
L.S.Sealy,Fiduciary
Relationships,(1962)Cam
bridge
L.J.69,70;砂
田
＝
新
井
・
前
掲
注
(
)二
八
五
頁
、
道
垣
内
弘
人

112

10

『
信
託
法
理
と
私
法
体
系
』
二
二
、
二
三
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
九
六
年
）、
植
田
・
前
掲
注
（

）
八
、
九
頁
。

4

（

）
道
垣
内
・
前
掲
注
(
)二
三
頁
は
、
ど
の
よ
う
な
者
が
信
認
義
務
者
な
の
か
と
い
う
定
義
を
、
裁
判
所
は
む
し
ろ
慎
重
に
避
け
て
き

113

112

た
と
指
摘
す
る
。

（

）
Sealy,supra
note
112,at69;L.S.Sealy,Som
e
Principles
ofFiduciary
O
bligation,(1963)Cam
bridge
L.J.119.

114
（

）
植
田
・
前
掲
注
（

）
一
七
頁
。

115

4

（

）
Charitable
Corporation
v.Sutton
(1742),2
A
tk.400,26
Eng.Rep.642;R
V
.W
atson
(1788)2
T
erm
Rep.199,100
Eng.

116Rep.108.

（

）
Sinclair
v.Brougham
[1914]A
.C.398;Regal(H
astings)Ltd.v.Gulliver
[1967]2
A
.C.134n,[1942]1
A
llE.R.378.

117
（

）
In
Re
Balm
er
[1937]Ch.499.

118
（

）
同
規
定
の
性
質
は
、
新
た
な
責
任
を
創
設
し
た
も
の
で
は
な
く
、
既
存
の
判
例
法
や
制
定
法
上
の
責
任
を
追
及
す
る
簡
易
な
手
続
を

119提
供
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
B.Johnson
&
Co
(Builders)Ltd,Re
[1955]Ch.634
at648;Cohen
v.Selby
[2001]1
BCLC

176
at183.

（

）
Sealy,supra
note
112,at72.

120
（

）
伊
藤
眞
『
破
産
法
・
民
事
再
生
法
』
一
四
五
頁
（
有
斐
閣
、
第
二
版
、
二
〇
〇
九
年
）。

121
（

）
山
木
戸
克
己
『
破
産
法
』
八
〇
頁
（
青
林
書
院
新
社
、
一
九
七
四
年
）、
谷
口
安
平
『
倒
産
処
理
法
』
六
〇
頁
（
筑
摩
書
房
、
第
二

122版
、
一
九
八
〇
年
）、
青
山
善
充
ほ
か
『
破
産
法
概
説
』
一
六
三
頁
（
有
斐
閣
、
新
版
増
補
二
版
、
二
〇
〇
一
年
）、
伊
藤
・
前
掲
注

（

）
一
四
八
頁
。

121

（

）
霜
島
甲
一
『
破
産
法
体
系
』（
勁
草
書
房
、
一
九
九
〇
年
）
五
四
頁
、
加
藤
哲
夫
『
破
産
法
』
六
三
頁
（
弘
文
堂
、
第
五
版
、
二
〇

123〇
九
年
）、
中
野
貞
一
郎
＝
道
下
徹
編
『
破
産
法
（
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
・
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
）』
四
〇
頁
〔
池
田
辰
夫
〕（
日
本

評
論
社
、
第
二
版
、
一
九
九
七
年
）、
中
島
弘
雅
『
体
系
破
産
法
Ⅰ
破
産
・
特
別
清
算
』
九
五
頁
（
中
央
経
済
社
、
二
〇
〇
七
年
）。

（

）
中
島
・
前
掲
注
（

）
九
五
頁
。

124

123

（

）
加
藤
・
前
掲
注
（

）
七
五
頁
。

125

123
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（

）
垣
内
秀
介
「
破
産
管
財
人
の
地
位
と
権
限
」
山
本
克
己
ほ
か
編
『
新
破
産
法
の
理
論
と
実
務
』
一
四
三
頁
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
、
二

126〇
〇
八
年
）。

（

）
垣
内
・
前
掲
注
（

）
一
四
〇
頁
。

127

126

（

）
担
当
調
査
官
に
よ
る
解
説
と
し
て
、
谷
口
安
史
・
最
判
解
民
事
平
成
一
八
年
度
（
上
）
二
九
一
頁
が
あ
る
。
ま
た
、
同
判
決
の
評
釈

128と
し
て
は
、
同
三
二
九
頁
（
注

）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
文
献
が
あ
る
。

29

（

）
永
石
一
郎
「
破
産
管
財
人
と
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」
一
法
四
巻
二
号
二
六
頁
（
二
〇
〇
五
年
）、
伊
藤
眞
「
破
産
管
財
人
の
職
務
再
考
」
判
タ
一

129一
八
三
号
三
五
頁
（
二
〇
〇
五
年
）、
同
「
破
産
管
財
人
等
の
職
務
と
地
位
」
債
管
一
一
九
号
四
頁
（
二
〇
〇
八
年
）、
伊
藤
尚
ほ
か
「
破

産
管
財
人
の
地
位
の
再
検
討
」
債
管
一
二
八
号
一
四
一
頁
（
二
〇
一
〇
年
）、
中
西
正
「
破
産
手
続
に
お
け
る
利
害
関
係
人
と
破
産
管
財

人
の
権
限
」
債
管
一
二
九
号
一
六
九
頁
（
二
〇
一
〇
年
）、
伊
藤
眞
ほ
か
「
破
産
管
財
人
の
善
管
注
意
義
務
│
「
利
害
関
係
人
」
概
念
の

パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
│
」
金
法
一
九
三
〇
号
六
四
頁
（
二
〇
一
一
年
）。

（

）
竹
下
守
夫
編
集
代
表
『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
破
産
法
』
三
六
〇
頁
〔
菅
家
忠
行
〕（
青
林
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
及
び
伊
藤
眞
ほ
か

130『
条
解
破
産
法
』
六
二
七
頁
（
弘
文
堂
、
二
〇
一
〇
年
）
は
、
利
害
関
係
人
に
は
破
産
債
権
者
に
加
え
、
破
産
者
、
財
団
債
権
者
、
取
戻

権
者
、
別
除
権
者
等
が
広
く
含
ま
れ
る
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
山
本
和
彦
「
判
批
」
金
法
一
八
一
二
号
五
五
頁
（
二
〇
〇
七
年
）
は
、

善
管
注
意
義
務
は
「
破
産
債
権
者
な
ど
破
産
手
続
の
受
益
者
と
の
間
の
み
で
観
念
す
べ
き
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
す
る
。
ま
た
、

伊
藤
眞
ほ
か
・
前
掲
注
（

）
七
一
頁
は
、
利
害
関
係
人
は
「
破
産
手
続
内
の
利
害
関
係
人
」
で
あ
る
と
し
、
破
産
債
権
者
及
び
財
団
債

129

権
者
を
含
む
が
、
別
除
権
者
や
取
戻
権
者
は
含
ま
な
い
と
す
る
。

な
お
、
永
石
・
前
掲
注
（

）
二
六
頁
は
、
破
産
管
財
人
の
善
管
注
意
義
務
は
破
産
債
権
者
に
対
す
る
義
務
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
例
え

129

ば
近
隣
住
民
の
た
め
の
環
境
保
全
の
た
め
の
行
為
規
範
の
よ
う
な
社
会
責
任
規
範
も
含
ま
れ
、
そ
の
よ
う
な
者
に
対
し
て
も
善
管
注
意

義
務
違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
を
肯
定
す
る
立
場
を
採
る
。

（

）
破
産
管
財
人
の
善
管
注
意
義
務
違
反
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
は
、
個
人
と
し
て
の
破
産
管
財
人
に
対
し
て
生
じ
る
が
、
同
時
に
破

131産
法
一
四
八
条
一
項
四
号
の
財
団
債
権
に
も
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、
破
産
財
団
と
個
人
と
し
て
の
破
産
管
財
人
の
両
者
が
損
害
賠
償
責
任

を
負
い
、
両
責
任
は
不
真
正
連
帯
債
務
の
関
係
に
な
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
竹
下
編
前
掲
注
（

）
三
五
九
頁
〔
菅
家
〕、
西
謙
二
＝
中

130

山
孝
雄
『
破
産
・
民
事
再
生
の
実
務
〔
新
版
〕
上
』
一
六
七
頁
〔
安
福
達
也
〕（
き
ん
ざ
い
、
二
〇
〇
八
年
））。
し
か
し
な
が
ら
、
深
山
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雅
也
「
判
批
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
八
五
一
号
六
三
頁
、
河
野
玄
逸
「
判
批
」
同
三
一
頁
、
樋
舎
典
哲
「
判
批
」
判
時
一
九
八
一
号
二
〇
五
頁
（
判
評

五
八
六
号
三
九
頁
）
は
、
破
産
財
団
の
維
持
・
増
殖
に
か
か
る
注
意
義
務
違
反
に
よ
る
賠
償
責
任
の
場
合
に
は
、
破
産
管
財
人
の
注
意
義

務
違
反
に
よ
る
財
団
減
少
に
つ
い
て
の
損
害
賠
償
が
破
産
財
団
か
ら
塡
補
さ
れ
る
と
い
う
、
実
体
法
上
難
解
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と

を
指
摘
す
る
。
な
お
、
最
高
裁
平
成
一
八
年
判
決
は
、
破
産
管
財
人
個
人
で
は
な
く
、
破
産
財
団
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
及
び
不
当
利

得
返
還
請
求
が
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。

（

）
安
藤
朝
規
「
弁
護
士
で
あ
る
破
産
管
財
人
と
弁
護
士
倫
理
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
九
五
五
号
九
五
頁
（
二
〇
一
一
年
）
は
、「
委
託
者
を
裁
判
所
、

132受
託
者
を
破
産
管
財
人
、
受
益
者
を
破
産
債
権
者
と
す
る
信
託
に
類
似
し
た
関
係
が
成
立
す
る
」
と
解
し
た
上
で
、
破
産
管
財
人
の
破
産

債
権
者
に
対
す
る
忠
実
義
務
、
及
び
そ
れ
以
外
の
利
害
関
係
人
に
対
す
る
公
共
的
配
慮
義
務
が
、
善
管
注
意
義
務
の
内
容
を
構
成
す
る
と

す
る
。
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